


三
和

町

面
三

二
≡

一３

平
方
キ
ｏ

諄
石
部
の
南
半
を
占
め
、
北
は
郡
内

一
の
高
鋒
星
居
山
（Λ
一̈五

メ
ー
ト
ル
）お
よ
び
そ
の
余
脈
に
よ
っ
て
神
石
町
置
頭

・
草
本
と
、

華甜
鏃
請
斜
託
可試
諦
『
諌
識
攀讀

簿
・
府
中
市
、
西
は
甲
奴
郡
上
下
籍
に
接
し
て
栗
西
に
長
い
地
形

を
な
す
。
福
隣
川
の
谷
に
よ
っ
て
神
石
町
へ
、
阿
下
川
の
谷
お
よ

び
小
田
川
に
よ
っ
て
油
木
町
へ
、
諄
谷
川
に
よ
っ
て
新
市
覇
へ
そ

れ
ぞ
れ
闘
け
て
い
る
。
と
く
に
小
鐘
鷹
は
町
の
麟
部
上
地
藪
に
源

を
発
し
町
の
中
央
を
東
流
し
て
東
北
部
で
油
木
年
に
入
り
、
南
下

し
て
福
山
市
を
経
て
岡
由
県
の
高
梁
用
に
注
ぐ
大
動
脈
で
あ
る
。

谷
間
の
小
流
を
合
し
、簿
置
・第
蒸
・郡
砒
・上
・卜
針
な
ど
の

沃
野
を
形
成
、
都
中
最
も
広
闊
な
沃
園
地
帯
と
な
っ
て
い
み
ｏ

蟻
形

・
水
系
か
ら
み
て
神
薔
郡
で
最
も
早
く
懸
芦
内
海
文
化
の

影
響
を
受
け
、
政
治
的
に
は
大
和
勢
力
の
早
く
入
っ
た
地
域
と
考

え
ら
れ
て
お
り
、
神
石
部
の
古
代
麗
郷
の
う
ち
結
石

・
志
麻
の
二

郷
が
当
町
域
に
所
在
比
定
さ
れ
る
。
な
お
弥
生
時
代
の
遺
物
出
土

地
も
多
く
、
古
墳
も
各
々
の
沃
野
を
見
下
ろ
す
由
の
中
腹
に
、
全

鞍
載
に
わ
た
っ
て
一
〇
〇
鷺
近
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の

多
く
は
備
後
南
部
地
方
に
み
ら
れ
る
群
集
墳
の
形
態
と
共
通
。
ま

た
中
世
の
名
箇
の
名
残
と
み
ら
れ
る
地
名
も
多
く
伝
わ
っ
て
い
る
。

現
在
、
町
の
東
部
を
南
北
に
国
道

一
八
二
号
（編
葉
城
路
）、
西
部
を

南
北
に
県
道
新
市
―
七
義
―
西
城
線
（旧
西
域
路
）が
通
り
、
こ
の
二

幹
線
や
結
ん
で
県
遭
安
餞
―
上
下
線
や
多
く
の
町
道
が
襲
難
ざ
れ

て
い
る
。
こ
れ
ら
の
交
通
網
を
利
用
し
て
福
彙
市

。
府
中
市
へ
の

通
勤
が
可
能
な
た
め
、
典
型
的
な
策
業
農
村
と
な
っ
て
い
る
。

明
冶
二
二
年
■
八
八
九
）町
村
制
麹
行
時
に
は
来
見
村
〈時
安
・
坂

頚
鷹
・
人
矢
・
井
罠
の
四
付
が
ヘロ併
）
・
亀
石
村

・
小
畠
村

・
歳
意
村
・

上
村

・
阿
下
村

・
木
津
稀
村

・
高
蓋
村

・
光
鐘
村

・
光
末
村

・
父

本
野
村
で
あ
っ
た
が
、
昭
和

一
七
年
二

九
四
一こ
小
畠
村

‘
亀
石

村

・
阿
下
村

・
上
村

・
常
光
村
が
合
併
し
て
小
畠
村

、
同

一
九
年

高
蓋
村

・
父
木
野
村

・
木
津
和
村

，
光
末
村

，
光
信
村
が
合
併
し

て
高
蓋
村

が
誕
生
¨
鍵

二
鱚
年
芦
轟
郡
大
腫
村
大
学
桑
本

、
簡

轟

九
年
甲
奴
基
階
見
村
大
字
上
組

の
区
域
が
高
蓋
村

に
編

入
、
同
三

〇
年
来
見
村

・
小
畠
村

・
高
蓋
村
が
合
併
し
て
三
和

町
が
成
立

．

同
三
四
年
声
品
郡
藤
尾
村

の

一
部
（萩
原
）を
編

入
、
現
町
域

と
な

っ

た
。
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昭和54年 4月 ,三和町教育委員会は,町当局の固

屋城跡環境整備計画案について,そ の内容の検討を

広島県教育委員会に依頼 した。これに対 し県教委は

遺跡の保存と活用の面において環境整備 は望ましい

としながらも,著 しい現状変更は好 ましくない旨指

示 し,具体的には1)休 息所・便所などの建築物は小

規模にし,日 立たない位置に建てること,2)遊歩道

などの設置にあたつては切土は行なわず盛土 による

こと,3)階段 ・防禦柵等についてはコンクリー ト製

の擬木を用い修景に務めること,4)文化財の正 しい

理解のために説明板をたてることな_どの点について

現地指導を行つた。

この結果固屋城跡についてはその正 しい理解のた

めに詳細な測量が必要なこと, また構築物の建つ部

分は事前の発掘調査が必要であることが確認された。

このためFT教 育委員会としては,項部付近郭群の

測量と構築物の建つ 4郭の発掘調査 を昭和54年12月

に実施することとし,同年11月 文化庁長官あて土木

工事ならびに発掘調査の届出を行った。現地調査は

12月 17日 から22日 までの 6日 間県教委文化課文化財

保護主 4/1ヽ都隆が担当 して実施 した。

調査にあたっては福島政文,脇坂光彦 (県立府中

高校教諭)両氏の多大な協力があった。記 して謝意

を表 したい。

なお,本書の作成は小都隆があたつたが, 2章は

福島政文氏の原稿によるものである。

1ミ
キもヽ 趣

派 )

三和町中世山城地図 (1:50.000)

番号は三和町中世山城地図番号に同じ。

この他文献によると町内には大谷城 (4ヽ 畠),大蔵山城(来 見),峠城,清龍城,倉掛城 (高蓋)があつたとされている。

三和町中世山城一覧 (1:50,000)

番 号 城名 (別名 ) 所 在 地 概 要

1 木津和城 木津和字古道 木津和太郎興助の居城といわれる。山項に郭 2段あり。

2 大殿城 高蓋字日南 藤原上総大茶の居城といわれる。低丘陵上に郭 2段あり。

3 高蓋城 高蓋字胡 有地盛信の居城といわれる。尾根を空堀で区切り3段の郭あり。

4 滝飛山城 (森定城 ) 高蓋字柔木
‐
杉原氏家老入江正高の居城といわれるよ頂部に郭 2段あり。

5 門田城 高蓋字相ノ木 門田弥右衛間の居城といわれる。尾根先端を空堀で区切り,同心円状の

郭と馬躊形の郭がならぶ。

6 梨迫城 上字城江 馬屋原成宗の居城とぃわれる。空堀と郭教段あり。

7 有井城 (九紋所五

本立扇子城 )

上字小城 馬屋原貞宗が築城後一族累代の居城。低丘陵上に 3段の郭があり居館的

要素が強い。

固屋城 小 畠字固屋本 本文

龍王山城 小畠字宮谷 九鬼城の出城との伝承がある。

九鬼城 (志摩和1城 ) 小 畠字九鬼 永正 6年 (1509)馬 屋原正国が有井城より移り築城累代の居城となる。

広大な本丸など多数の郭がある。

大坪城 小畠字亀石 岡田但 .5守 員正の居城といわれる。
‐山項に郭 3段1豊

高木城 小畠字常光 .需屋原氏一族の居城といわれる。低丘陵上に平坦面ギ畳

中城 卜畠字常光 馬屋原氏一族の居城といわれる。郭,空堀あり。

亀石城(大寄山城 ) 小畠字亀石 内藤実豊の居城といわれる。頂部に郭 2段 あり。

大矢城 来見字大矢 天文 4年 (1535)駆原治盛が九鬼城より移り築城。山項を中心に郭数

段,堀切,縦堀がある。

御殿山城 (五殿山城 ) 父木野字宗兼 杉原氏一族の居城といわれる。山頂を中心IF

大石城 父木野字郷 山頂に 3段の郭。堀切,井戸,礎石がある。

石屋原城 (石原山城 ) 父木野字郷1 天文～永禄 (1532-70)の 頃:杉原氏家老入江正高が居城したといわれ

る。山項を中心に数段の郭,堀切,石垣がある。

時安城 (九山城 ) 来見字時安 渡辺豊綱の居城といわれる。低丘陵上に3…

-1-
-2-
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三和町文化史作成資料
を伝って上流に移住して来たものと思わわ。ます。

三和町は高原状で,四方より入って来たことがわかります。
三 和 町 文 化

｀
史 (つ づ き )

ヽ
(。そ (の 1)  

東部は小田川。南西部は神谷川・ 芦田川.北部は草木川を伝 っ

て,それ.ぞれ..来見,小畠,高蓋,木津和・阿下方面に住みつ

三和町の歴史について調査してみましたが,弥生時代以前の  くょぅになったものと思われますc

史実は資料がなくはっきりしませんが,古墳が多く現存するこ   当時日本は,古代国家の成立にともない,日 本全土に古墳が

とから,古墳中期,後期以前より多くの人 が々住んでいたこと  普及しました。三和町でも。勢力のあった部落の長 (お さ)が
がわかります。このことは.弥生時代以前氷河期が終り.気候  次々に古墳を築造したものと思われ,ま す。

の変化によって次第に温暖になり,早 くより開けていた沿岸平  ｀
この資料は旧神石郡誌,新神石郡誌其の他の資料によってま

野及び帝釈方面から生活の場である農耕地を求めて,人々は川  とめたものです。      (三 和町文化財保護委員)

三 和 町 文 化 史

西 歴 1日 本 年 号 考備実史文

1234
1315

1321

1331

1332

1333

1348

1351
1372
1374

1381
1383
1394
1395

1395
1398
1406

1450
1455
1460
1509
1512

|

1524

1530
1534
1535

1582
1605
1615

1619
1622

文 歴 元 年

正 和 4年

年

年

一九
一九

享

弘

一死
一九

元 弘 2年

貞 和 4年
観 応 2年
文 中 元年

応 安 7年

永 徳 元 年

永 徳 3年
応 永 元 年
〃 ″ 2年
″ ″ 2年
応 永 2年
応 永 5年
応 永 13年

宝 徳 2年
康 正 元 年

寛 正 元 年

永 正 6年
永 正 13年

享 禄 元 年

天 文 元 年

天 文 3年
天 文 4年
天 文 年 中

天 正 10年

度 長 10年

元 和 2年

元 和 5年

元 和 8年

時安光福寺建立される (真宗 )

父木野金蔵寺建立される (真宗)         |
時安教西寺建立される (真宗)            .
平忠庵建立 (日 蓮宗)1362年 貞治元年大覚妙実上人の墓をつく

元弘の乱 に山城を築いて参戦した。

(内藤清実) (馬 屋原氏)

(椙原高平 ) 宗 )

(馬屋原忠宗)戦にまき す る

月 9日 に起り,新市■宮城主桜山慈俊は 伐のため立ち上 り

社に神

…

った。

父木 立 される

が杞 られる

職 (門 田弥右ヱ門城主)

高蓋貞薯
=建

立 (門 田弥右ヱ門により建立された)

木津和願成寺建立される

階見長命寺再建される

(馬屋原但馬守正国城主)

子方破れ犬塚に対陣合戦となり0子芳豪■夫塚そ対輝も合戦せな→再び敗戦とな

ケ技さん外)た (二つ拍子 ,福 ケ伎さん外,

備後 10万石は,水野 日向

―

なり備後神辺城に入る

[:l転言]:悔lliξ轍茅ξ
～

■勲→

ili婁J》][1:4:|][こ層貫堂環[i]ilをi[ilil[機露し

神石より備中に攻め入 つた。

○三和町で北條氏についたもの,志麻里の庄地頭岡田孫八郎一族

:iξi尊三】嘗】li]i争li;:l][][iili][〔 :]]li]

二五臀

會:言詈:[I 墓口“ ~1
上八播神社の陀弥陀堂には,立派な佛像がある,社僧金剛がこれを守っていたと

ある。これは神社の内に杞られた神宮寺で現存じ
下ぃるも?下あ

,ぅ
が1昔 11各

智

蘊 郡 薇 :乙

夕 〒1こ

'こ

」房環1筆:曇異警重ね登
|:に

住み

上,正電寿建塞ミ3る (日 蓮宗 )

父木野G屋原城築り (入 江大蔵大夫正高城主 )

時安志食翼塩幼育告岡家に亡ばされる (志良賀大明神 )

744年前

663年 前

647年 前

630年 前

606年前

604年 前

587年 前

583年 前

583年 前

528年 前

469年前

443年前

396年 前

359年 前

356年 前

西 歴 日 本 年 号 実史文 考備

300～
700年

645

646
652

672
677
701

713
724
730
749
774
804
865

873
893
924
940

1002

1064

1068
1075
1097
1183

1

1

185
186

192
192

1

1

1192
1199
1221

大 化 元 年

治 歴 元 年

年

年

　

年

年

年

２

３

　

１

６

元

化

雉

　

鳳

　

宝

″

大

自

　

由

　

大

和 銅 6年
神 亀 元 年

大 平 2年
天平勝宝元年

宝 亀 5年
延 歴 23年
貞 勧 7年

年

年

年

年

年

‐５

５

２

３

４

勧

平

長

慶

保

貞

寛

延

天

長

年

年

年

４

２

元

歴

保

徳

治

承

承

年

年

　

年

年

　

年

年

年

元

２

　

３

３

　

３

元

３

治

治

　

久

久

　

久

治

久

文

文

　

建

建

　

建

政

承

亀石村よ

桑木柿の

Mヽ るめ ま請 中翻 のもの移 い。

小畠 (13基)上 (13基)桑木 (16基 )父木野 (5基)井関 (5基)高蓋 (1基 )

阿下 (1基)の∞数基であるが,こ の他,桑木.小畠:本津和.父木野,井関方

駆言営:急ξ姜「]]:II:|夕〔l「 lli][l・

る。
(亀石村)においた。

慎 言密教)。 孝徳天皇の御陵か,(宝筐印塔が現存 し,

上朱雀の年号を自鳳と改められ.る

され,る (1977年 8月 発励

轟穏犠鱗gLT岬民岬

神石,奴可,川上,甲 奴,恵蘇,世羅,三谷,二次の 8郡は連年早疾,弊亡のた

め 4年毎 4郡毎に課税を免した。

生甲公彎堂整摯習壁妾三摯脅_二笠Й≧■7二J%律重度上場ジた鯰27ち

この年備後地方に大餞饉があり, 1年間税賦課を免除され.た

下井関八幡神社勧請建立される
‐′

源頼光外四天王,坂瀬川 寺に落ち住む

庄園制度が定められ.備 なった‐

時安

阿下八幡神社勧請建立され.て いる

坂瀬川八幡神社勧請建立され.る

時安八幡神社勧請建立さわ。る

大矢明見神社,大塚妙見神社勧請建立されている

この時代,尾坂八幡神社`桑木八幡神社,広石八幡神社の勧請建立があったもの

と思う

時安大仙神社勧請建立され.る

護,公領庄園に地頭職を置き 追捕使 (上肥実平)を有福にお

置 く

に築いた (地頭職岡田但馬守員正城主)

木津和城を築いた (木津和大郎興助は承久の乱に北條義時に従い戦功があり,

朝より神石郡司に任ぜられ.築城)

萩原八幡神社勧請建立される

大矢光徳寺建立 1338年 に真宗に転宗.現在地に再建された。

木津和八幡神社勧請建立された。

頼

上八幡 ね

1325年前

1308年前

1300年前

類衆国史による

1254年前

1248年前

1229年前

(調の決定)

1085年前

1054年前

1038年前

976年前

914年前

910年前

903年前

891年前

1333年前

792年前

784年前

786年前

779年前

757年前

以下次号



西 暦 日本 年 号 実史文
考備

1720
1760
1782
1818
1852

1858
1862
1867

1867
1869
1871

1871
1872

1872
1874
1875
1876

1878

1879

1884
1884

1886

1891
1896
1897
1900
1906
1912
1923
1955
1959

年

年

年

年

年

３

２

３

ｎ

ｌ３

応

和

享

禄

禄

承

天

貞

元

元

元 禄 13年

宝 永 7年
享 保 元 年

享 保 2年

享 保 5年
宝 暦 10年

天 明 2年
又 政 元 年

嘉 永 5年

明 治 11年

明 治 12年

明 治 17年

明 治 17年

明 治 19年

明 治 24年

明 治
"年明 治 30年

明 治

“

年

明 治 39年

明 治 45年

大 正 12年

昭 和 30年

昭 和 34年

年

年

年

　

年

年

年

　

年

年

　

年

年

年

年

政

久

応

　

応

治

治

　

治

治

　

治

治

治

治

安

又

慶

　

慶

明

明

　

明

明

　

明

明

明

明

l

井関善福寺建立される。

光信猿田彦神社建立される。

T里 蟹 ち
松平下総守忠雅 (出羽国山形城■)入城.

阿部備中守正邦入城藩■となる。    .
切地蔵尊河上治兵衛紀る。

なる)

分割

神辺,姫谷,小畠線開通する。

中津藩は社倉をつ くり備荒とした。

天明 2年から8年 にわたり大飢饉があった。

小島市場は大火災により,重松静馬氏,山内昭二郎氏,申 氏三家のこりあと全焼した

が神石部内につくられた。 (代官岡本善兵衛)

つくられた。 これは産物の取引所で藩吏が出張 して産物売買の取扱を
,明治 4年

幕府政権を奉還 した

藩籍奉還 (小 島代官所 : ノ
lヽ 昌

T乳駐緻 ■。

靱 祠 甲  軍…加賜を
"L亀

廃藩置県により中津藩

及び他の神石郡内の村

県小 畠出 となる。中津県出張所管内

改称,小畠は小田県第 7大区に編入し小畠に第 7

編 入 され , おかれた。
格致小学校設置 (小 畠)

福山の県庁を笠岡にうつ

区会議所を置いた。

尋常高等小学校創立。

少員 ,、高蓋,井関各郵便局創設.

S唱[籠畠£査尖浮景蜃求11彙碧,沼限,芦田,品治,深津の 5郡 と小日郡が支庁管

県会を 5月 1日 に初めて開会,議員は62名 となる。神石より和田元吾.岡田重裕の 2名

議員となる。

(高蓋外 4か村組合は昭和24年 大正村の 1部 ,昭和
"年

甲奴郡階見の 1部を編入)

福山,東城線 (来見線)開通……東線

高蓋東城線 (木津和村)開通……西線

来見村農会,高蓋組合村農会設立。
小畠組合村農会設立.

帝国在郷軍人各分会設立。 この年より田植の正条植始 まる。人力除草機入る。

高蓋消防団創設 (私設)

101]7冨 30妻:[「

創設 (消

T腕
用ポンプ入る

l i

324年前
296年前
292年前

278年前

278年前

260年前

160年前

126年前
120年前

111年前

111年前

106年 前

102年前

わんさ 1

③
父

木

野

村

　
０
三
和
町
父

不
野

神
石

部

の
西
部
最
南
端

に
位
置
し
、
東

は
芦
田
部
藤
尾
村
（現
声

品
お
新
市
町
）
、
西

は
声
田
部
桑
木
村
。
桑

本
と
の
境
付
近
を
南
北
に

西
城
路
が
な
る
。
声
巳
川
の
支
流
神
谷
川
の
上
流
域

に
あ
た
り
、

水
系

か
ら
も
地
形

か
ら
も
府
中
（現
府
中
市
了

新

市
（
現
声
品
籠
新

‘ｌｊ

町
）を
中

心
と
し
た
備

雨
平
野

へ
傾

斜
し
、
声
田
川
文
化
圏
に
含
ま

れ
る
。
神
谷

川
の
西

の
谷

に
あ
た
ろ
現
府
中
市
木
野
山
町

か
ら
桑

康
正

三
年
遣
内
要
段
銭
丼
国
役
引
付

に

「
九
貫

六
百

文

（
中
略
）

の
機
能

を
表
し
た
地
名
も

あ
る
。

‐
‐
院
詢

二
年
■

吹

一
仇
）
の
備
後
国
知
行
帳

に
は

「
ら

ヽ
き
村
」
（の

脱
か
、
高
四
〇
八
石
余
）

・と
み
え
、
元
禄

一
二
年
二

じ
○
○
）の
嬌
前
検

地

で
六
八
四
石
余

と
な
る
。
福

山
藩
水
野
家
断
絶
後

は
幕

府
領

、

い
う
地
名
が
あ
る
。
宗
兼
興
落

の
北
端

に
鎮
守
の
青
滝
神
社

が
あ

り
、
社
叢

の
杉

の
古
木
が

あ
る
。

跡
罐
｛
嗜

っ
昨
［
卸
″
」
輌
赫
回
置
わ
潮
衛
ネ
」
綸
「
【
『
］
¨
掏
）

）
を

つ
く
る
。
南
北

に
広

い
沃

野

で
郷
と
よ
ば
れ
る
に
ふ
ざ
わ
し

い

「
ギ

¨
劇

議

駒

溜

臨

調

．
上
地
帯
を

「
ど

い
」

と
よ

ぷ
。
「
で
え
の
は
な
」
の
麗

一
帯

を
石
寺

一
と

い
い
（
関
胴
日
）

あ
り
室
町
期
の
作

と
思

わ
れ
る
薬
師
像
が
安

組餞
雅
匁
羹
憾
一．一己｛卿藁

洞
宗

。

木

津

和

村
　
〇
三
和
町
木
津
和

阿
下
村

の
西

に
位
置

し
、
西

は
甲
奴
部
階
見
村

、
南

は
高
轟
村

。

村
域

は
南
北

に
長

く
、
中
央
部

を
西
城
路

が
南
北

に
通

る
。
西

城

路
の
大
部
分

は
現
在
県
道
新

市
―
七
由

―
西
城
線

と
な

っ
て

い
る

が

、
高
蓋
―
木

津
和

間
は
階
見
を
迂
回
す
る
よ
う
に
付
替
え
ら
れ

、

旧
来

の
道
筋

と
は
変
化

し
て

い
る
。
木

津
和

の
南
端

、
旧
道
沿

い

た
織

達
の
」
な
鷹
〔
“
引
ポ
財
Ｍ

じ
翻
印
翻

・
‐

調

の ―
銅

一
結
酵

和 ‥
一

大
成
な
ど
つ
古
墳
詳
が
あ
る
。
元
和

三
年
■

六

一
九
）
の
備
後
国
知

行
帳

に
は

「
吉
和
村
」

（高
響

二

一石
余
）と

み
え
、
「
克
文
朱
印
留
」

で
も
同
表
記

、
元
禄

一
三
年
二

七
〇
０
）
の
備
前
検
地
帳
以
降
木
津

和
村

と
な
る
（高
五
四
九
石
余
）。
福
山
藩
水

野
家
断
絶
後

は
幕
府
領

、

事
保

二
年
拒

七

一
七
）
以
降
豊
前
日

甲
津
藩
領

。

古
道
の
城
山

に
木
津
和

城
跡
が

あ
り

、
山
頂

に
二
段

の
郭
が
認

め
ら
れ

る
。
伝

え
で
は
木

津
和
氏

が
代

々
居
城
し
た
と

い
い
、
初

代
太
郎
興
助
が
源
頼
朝

よ
り
神
石
部
司

に
任
じ
ら
れ

、
承
久
の
乱

に
戦
功
が
あ

っ
た
と
い
う
（神
石
“
誌
）。
頼
朝

の
頃
の
在
郷
武
士
と

し
て
の
部
司
な
ど
は
考
え
ら
れ
ず

、
承
久

の
乱
後

の
新
補
地
頭
か
。

駿
河
の
名
族
木
津
論
氏

と
の
関
係
も
考
え
ら
れ

る
が

、
む
し
ろ
在

地
土
豪
が
な
ん
ら
か
の
形
で
鎌
倉
と
関
係

を
も
ら
成
長
し
て

い

っ

た
と
みｉ
る
の
が
妥
当
で
あ‐
ろ
う
。
木‐
津
和
氏‐
は
ョ
町
時
Ｒ
た
ま
で

在
城
、
嬌
流
は
毛
利
氏
に
従

っ
て
山
口

へ
移

っ
た
と
伝
え
る
が
、

庶
流
は
近
世
に
も
在
地
し
て
庄
屋
を
勤
め
た
。
城
山
の
麓
に
木
津

［
馨
ｍ
離
嘲
静
』
藤

「
一
」
藤

・ の
中
峰
藤
囃
』
』
摯
い
″
猜
嘲
内

鎮
守
は
木
津
和
興
助
が
山
城
石
清
水
八
幡
宮
の
分
霊
を
動
請
し

な
一
峰
降
詳
【
け
書
は
け
蒔
議
】
¨
薇
一
年
二

二
九
五
）開
創
と
伝

‐
出

一Ｐ
引
　
い
〓

和
町
階
ｒ
、
鴨
如
組
二
科
町
暗
見

高
蓋
一

の
西

に
位
置
し
、
甲
奴
部

に
属

す
る
。
階
見
村

の
大
部

部
の
―
階
見
村
）。

黒
木
谷
の
中
央
に
黒
木
丹
波
守
の
屋
敦
跡
と
伝
え
る
所
が
あ
り
、

縦
顧
警
鱗
野諸悔
癬亜
‐この．

は
弓
場
の
地
名
が
伝
わ
る
。

三 和 町 文 化 史
(う づ き )

一一一］一̈峙一一̈一↓『中］̈中」一一̈砕』〕一

鰤串梓】摯螂名．̈製利望颯轟ほか』］計州綺̈
陣ユ串一
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覧

（
一
八
全
Ｃ

郡
　
町
　
村
　
名

木 阿 上

暑
下

村 村 村

常
　
光
　
村

小
　
畑
　
村

亀
　
石
　
村

井
　
関
　
村

大 坂

矢需
村 村

時
　
安
　
村

上 花 近 李

野 済 田

村 村 村 村

安
　
田
　
村

油

　

本

　

村

新 小 笹

免 野 尾

村 村 村

有
　
木
　
村

上

豊

松

村

下

豊

松

村

中
　
平
　
村

木 阿 上

儒
下

村 村 村

常
　
光
　
村

小
　
畠
　
村

亀
　
石
　
村

来
　
見
　
村

上 花 近 李

野 済 田

村 村 村 村

油
　
木
　
村

締 lJヽ 笹

坂 野 尾

村 村 村

有
　
木
　
村

上

豊

松

村

下

豊

松

村

中
　
平
　
村

市
町
村
制
旅
行

に
よ
る
町
村
名

（
一
八
八
九
）

高
　
〓
　
村

小
　
畠
　
村

来
　
見
　
村

仙
　
養
　
村

油
　
木
　
町

新 小

坂 野

村 村

豊
　
松
　
村

町
村
合
併
促
遠
法

公
布

時
の
町
村
名

（
一
九
五
三
）

町和 町木油 豊  松  村
現

　

　

在

（
一
九
八
二
）

町
名

な

い
し
字
名

本 阿 上 常   小  亀 井 大 坂 時

津           瀬

和 下   光   畠   石  関  矢 川  安

上 花 近 李 安  油 紳 2■ヽ笹 有 中 下 上

豊 豊

野 済 田  田  木 免 野 尾 木 平 松 松

中

‐２，

一
部

は
■

比

婆

“

東

崚

町

に
属

す

備

　

考

８４。

甚
響
肩
ｉ
刑
一
豊
松
村
・油
木
町
豊
一和
町
・神
石
町
）
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比

婆

邪

（東
城
町

西
城
町

比
和
町
一昔同
野
町

黒

じ

,君

`

石神
″

離 神 石  郡

田

頭

村

〓層

三

牧
　
　
　
村

　

一丞

〓

里

草

木

村

セ
含

夭

福
　
水
　
村
　
一
一員

三
三

高

光

村

七
全

《

古

川

村

〓署

雪

長
　
野
　
村

　

え
き

を
２

相

　̈
一月
　
」可
　
　
セ
〓モ
ニ
秦
四

桑 ら 光 光 高

木
き

末 延 董

村 村 村 村 村

彗
彗
一・セ
五
〈

一四
三
　
二
四
〇

一量

夫
天

四
〇
八
　
九
一四

一二
四
　
六
九
〇

郡石神
置

郎 神  石  郡

田
　
頭
　
村
　

８
”
究
六

牧
　
　
　
村
　
〓モ
？
菫
ニ

草

木

村

〈
否

〓

福
　
永ヽ
　
村
　
一日
四
夫
八

高

光

村

こ
言

さ

古

川

村

〓
糞

奎

永

野

村

〓
奏

冥

相
　
渡
　
村
　
〈
三
共
え

桑 父 光 光 高

木奔末信蓋
村 村 村 村 村

七
〇
八
　
九七
二

二異
喜
〓

二
〇二
　
七
〇〓

六八
四
　
六〇
二

二
七
三
・０
二
七

中津藩
爾
田 中 津 藩 中 津 藩

口四　
　
昴錮　
　
轟『　
　
　
四〇
四
　
六
九穴

牧
　
　
　
村
　
一一モ
？
菫
ニ

草
　
木
　
村
　

〈
発
人
柔

福
　
水ヽ
　
村
　
一日
四
人
８

高

光

村

３
言

占

古

川

村

二
翼

奎

永

野

村

〓
董

宍

相
　
渡
　
村
　

〈
〓
圭
え

桑 父 光 光 高

木套末信蓋
村 村 村 村 村

七
一〈
。九
七二

二
五六
・
一三
一

二Φ
二
・七
〇三

六八
四
　
六〇
二

二七
四
　
一パ〈

４
　

Ｈ
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相 永 古 高 福 草 牧 田

渡 野 チ|:光 永 木  頭

村 村 村 村 村 村 村 村

桑 父 光 光 高

木套末信蓋
村 村 村 村 村

水ヽ
　
渡
　
村

古 高 福 草 牧 田

川 光 永 木  頭

村 村 村 村 村 村

桑 父 光 光 高

木奪末信蓋
村 村 村 村 村

水ヽ
　
渡
　
村

高
　
光
　
村

牧

村

高
　
董
　
村

町石神 三  和  町

相 永 古 高 福 草 牧 田

渡 野 川 光 永 木  頭

桑 父 光 光 高

木

本 野 末 信 蓋

ぬ 郡か

安
芸
国
備
後
国
知
行
帳

（
一
六

一
九
）

部
　
　
　
町

　

村

　

名

　

　

石

　

高

川 安 田 森 田 す 竹 あ 森 颯 か お 打 所 上 下 お

と     ハ   た ぬ   .千 千 く
鳥 田   黒 け 森  脇 原   堀 お

の     た   に か   鳥 鳥 し

村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村 村

一四二
　
”
六
七

全
一一
二
一を

一七
八　
二
一え

一二
九　
二
〇
六

一言
モ
・ｏ
一一

セ
〈
ん　
”
七〓

〓
菌
四〇
九

四
二
六　
〇
九
九

二
千
さ
七

〓
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九
　
一０
二

〓西
六
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四
一
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一　
六
パ
一

二
二
〇　
一
〈
〈

〓
一四
大
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一
一〓Ｔ
セ
七三

一き

ら
え

三
一九
・七
九六

郡可奴 郡

町
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石 藩

高

通

士
心

（
一
八
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五
）

一戸
　

数

　

　

人

　

口
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村
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村
　
名
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村 村
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村 村 村

粟
　
田
　
村

塩 加 小

原谷警
村 村 村

内
　
堀
　
村 : |:

八
　
幡
　
村

田
　
森
　
村

小

奴

可

村

市
町
村
制
施
行
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る
町
村
名

（
一
八
八
九
）

八
　
幡
　
村

田
　
森
　
村

小

奴

可

村

町
村
合
併
促
進
法

公
布

時
の
町
村
名

（
一
九

二

三

）

町城東

現

　

　

在

（
一
九
八
二
）

町
名
な
い
し
字
名

川 保 森 田 菅 竹 粟 塩 加 小 内  千 小

奴

鳥 田   黒  森 田 原 谷 可 堀  鳥 串

備

考



撼
ボ
ン
瀞
Ｐ

の
史
跡
を
た
ず
ね
て

昨
年
の
夏
、
三
和
町
文
化
財
保
護
委
　
　
平
安
翻
時
代
に
建
立
さ
れ
て
い
た
と
あ

の

一
計
が
、
当
地
域
を
訪
れ
て
史
跡
　
　
る
か
ら
、
き

ぅ
と
中
央
貴
族
の
荘
日
と

を
視
察
学
習
さ
せ
て
も
ら

っ
た
。
　
　
　
　
し
て
開
か
れ
て
、
金
蔵
寺
に
支
配
権
を

県
道
に
沿

っ
て
史
跡
は
縦
列
し
、
そ
　
　
ゆ
だ
ね
て
い
た
と
も
考
え
る
。

の
間

一
粁
に
過
ぎ
な
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
そ
う
す
る
と
、　
一
千
年
以
前
か
ら
、

遊
順
に
、
薬
師
堂
出
、
辻
堂
の
薬
嘔
．
　

こ
の
土
地
の
生
活
が
始
ま

っ
て
い
る
。

如
来
像
、
伝
正
寺
跡
、
村
田
家
庄
屋
跡
、　
　
　
は
た
し
て
、
ど
ん
な
荘
官
や
地
頭
や

法
■
寺
、
金
蔵
寺
、
石
屋
原
山
城
跡
等
　
　
側
家
人
や
請
負
人
達
が
支
配
し
た
の
で

が
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ろ
う
。
こ
の
間
幾
度
か
平
和
な
時
代

平
素
な
に
げ
な
し
に
、
パ
ス
の
中
か
　
　
と
争
乱
の
時
代
が
く
り
か
え
さ
れ
た
こ

ら
眺
め
通
過
し
て
い
た
が
、
文
化
財
保
　
　
と
で
あ
ろ
う
。

■
委
員
と
し
て
訪
れ
て
見
て
、
何
か
異
　
　
　
私
達
文
化
財
保
護
委
員
は
、
残
さ
れ

様
な
感
動
に
う
た
れ
、
い
つ
し
か
身
は
　
　
た
大
切
な
史
遺
跡
あ
中
か
ら
直
接
に
学

凱
ｍ
一
」
細
刊
颯
「

人
間
に
引
き
も
ど

　
（

．Ⅳ
畔
師
Ⅵ
て
も
ら
い
ま
し
た

．

当

「
露
」
地
域
は
郎
境
最
南
の
小
盆
　
　
　
平
安
朝
時
代
の
建
立
開
山
で
あ
る
。

地
て
、
気
候
温
暖
、
地
味
肥
沃
、
緑
山
　
　
一小
教
、
文
化
は
勿
論
荘
園
支
配
等
の
中

清
流
が
あ
っ
て
、
生
活
す
る
条
件
と
し
　
　
いヽ
的
役
割
を
持
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

て
最
適
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
早
く
よ
　
　
　
現
在
は
真
宗
で
あ
る
が
、
室
町
時
代

り
開
け
、
こ
の
よ
う
な
文
化
を
生
ん
だ
　
　
（
六
三
〇
年
頃
前
）
に
親
督
の
曽
孫
が

の
で
あ
ろ
う
ギ
は
う
な
ず
け
る
が
、
し

　

中
Ｎ
地
方

へ
布
教
さ
れ
た
際
、
天
台
宗

か
し
、
こ
れ
等
の
文
化
財
が
、
ど
の
よ
　
　
か
真
言
宗
か
ら
改
宗
さ
れ
た
も
の
ら
し

う
に
関
連
し
、
ど
の
よ
う
な
政
治
体
制
　
　
い
。
こ
の
頃
は
、
父
木
野
に
地
頭
職
椙

，
生
活
様
式
の
中
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
　
　
原
氏
前
守
高
平
が
五
殿
山
城
に
居
り
、

あ
ろ
う
か
、
と
考
え
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
　
　
一Ｍ
北
朝
の
争
乱
で
、
宮
内
桜
山
慈
俊
南

っ
た
。
特
に
、
こ
の
文
化
財
を
生
ん
だ
　
　
朝
に
属
し
て
挙
兵
す
る
や
、
神
石

一
円

底
流
に
、
ど
ん
な
庶
民
生
活
が
営
々
と
　
　
も
こ
の
波
を
受
け
争
乱
の
巷
と
化
し
た
．

し
て
い
と
な
ま
れ
た
こ
と
だ
ろ
う
か
。
　
　
　
そ
の
争
乱
よ
う
や
く
お
さ
ま
り
、
や

あ
れ
こ
れ
と
感
暖
に
ふ
け
る
日
前
に
、　
　
っ
と
足
利
三
代
の
平
和
な
時
代
を
迎
え

県
適
右
側
の
水
ｕｌ
が
徳
を
は
ら
ん
で
八
　
　
た
頃
で
あ
り
、
庶
民
の
人
間
性
が
、
よ

月
の
太
陽
に
光
り
広
が
り
、
左
子
に
は
、　
　
う
や
く
高
ま
っ
て
来
た
。
　
こ
の
よ
う
な

段
々
畑
の
丘
が
提
き
、
そ
の
間
に
農
家
　
　
時
代
背
景
の
中
で
、
金
蔵
寺
か
、
真
宗

が
散
在
し
て
い
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
改
宗
さ
れ
た
こ
と
は
、
こ
の
地
域
に

い
っ
た
い
、
こ
の
１１１
畑
は
、
い
つ
頃
　
　
と
っ
て
■
大
な
意
味
を
持
つ
も
の
と
思

議隣
一一『中高』
Ｔ
翻
Ⅳ
機
″‐
江民

室
町
時
代
の
作
品
ら
し
い
と
言
う
。

流
誕
な
衣
紋
、
慈
顔
な
ど
精
巧
優
美
な

作
品
で
、
さ
だ
め
じ
名
の
有
る
工
匠
の

Ｔ

ｈ

警

石
積
等
が
残

っ
て
い
る
。

こ
の
薬
師
如
来
像
の
温
顔
な
姿
の
中

に
、
南
北
朝
動
乱
の
終
極
を
つ
げ
た
足

利
三
代
の
頃
の
人
々
が
、
平
和
の
希
求

を
願
い
続
け
た
世
の
中
の
姿
が
想
像
さ

（
〔
］
”
『
嚇
け

磨
Ⅸ
乳
一
品
に

負
い
、
足

下
に
、
清
流
が
岩
肌
を
う
る
お
し
て
山

折
す
る
勝
景
の
地
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。

年
代
は
明
ら
か
で
な
い
が
、
恐
ら
く

数
百
年
前
よ
り
、
人
々
が

「
現
世
利
益

の
信
仰
」
の
ま
と
と
し
て
、
災
難
諸
悪

膚
か
ら

の
が
れ
す
く
わ
れ
ん
た
め
に
カ

を
集
め
て
建
立
し
た
も
の
で
み
ろ
う
．

出
鯰
鍔
鰈

（戦
国
時
代
）
法
雲
和
尚
、
甲
州
よ
り

西
国
に
下
り
、
こ
こ
に
開
基
す
と
あ
る
。

０

０

で
あ
る
。

天
正
の
末
、
武
田
勝
頼
、
織
田
信
長

の
た
め
に
失
わ
れ
て
没
落
の
時
、
武
田

家
再
興
の
志
を
固
く
抱
き
、
武
田
軍
法

秘
書
を
た
ず
さ
え
て
西
国
に
下
り
、
こ

こ
に
寺
を
開
基
せ
り
と
い
う
．
後
に
武

田
軍
法
秘
書
と
福
山
藩
主
水
野
家
と
の

九
山
橋
を
渡

っ
て
右
手
に
あ
る
岩
山
の

頂
上
及
び
県
道
が
わ
の
下
段
が
城
跡
で

あ
り
、
城
の
礎
石
で
あ
る
石
垣
が
現
存

し
て
い
る
。

年
藤
っ
け
軸
な
哺
劇
Ⅷ
嘲
ほ
庫
Ю

つ ○
「

戦
国
時
代

（
四
〇
〇
余
年
前
）
に
、
人

江
大
蔵
大
夫
正
高
と
弟
左
衛
門
之
進
居

抒

ぬ

馴

吉
川
家
に
従

っ
て
い
た
。

入
江
大
蔵
大
夫
正
高
は
豪
雄
を
も

っ

て
知
ら
れ
、
尼
子
軍
と
の
戦
闘
に
お
け

一　
　
　
石
屋
原
山
崚
跡
の
残
存
石
垣

る
武
勇
伝
は
そ
の

一
面
を
表
し
て
い
る
。

弟
左
衛
門
之
進
こ
れ
に
亜
ぐ
と
あ
る
。

入
江
兄
弟
は
不
運
に
も
、
上
家
杉
‐―――

家
の
お
家
争
い
の
た
め
吉
川
家
に
よ
り

た
が
、
こ
れ
ら
が
、
相
関
連
し
て
中
け

の
世
の
中
を
動
か
し
、
色
ど

ぅ
た
こ
と

を
如
実
に
物
語

っ
て
い
る
事
に
感
銘
す

る
も
の
で
あ
る
。

文
化
財
保
護
委
風
記

父木野四ツ堂にある要師10来で
=町

初
期から麗倉末期作と言われた仏像

没
落
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
流
浪
の

］帆一〕」， 柚価庫鼎阻”〕〕阿げ

内
家
減
Ｃ
後
、

木
野
村
に
来
り
住



状
一
い
静
に
い
時
〕
警
¨
っ

甲
（

享
疇
一
一

邦
の
二
十
六
村

（二
万
十
五
石
余
）
の

飛
び
領
地
を
治
め
る
た
め
、
い
ま
の
三

和
町
役
場
の
位
置
に
小
畠
代
官
所
を
置

き
ま
し
た
。　
　
　
　
，

中
津
領
に
な
っ
て
二
十
八
年
間
は
旧

例
に
従
っ
て
藩
に
納
め
る
年
貢
は

一
定

の
割
引
き
を
さ
れ
る
恩
典
が
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
延
享
二
年

（
一
七
四

五
年
）
か
ら
安
永
七
年

（
一
七
七
八
年
）

の
コ
＝
嗣
「
「
闘
劇
「
ア
‐
コ
ｑ
制
副
剣
Ｊ
凋
Ш

せ
ら
れ
全
高
に
つ
い
て
納
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
民
が
汗
水
流
し
て
生
産
し
た
米
や

麦
を
年
貢
と
し
て
納
め
て
も
な
お
足
り

ま
せ
ん
。
年
々
歳
々
農
民
の
暮
し
は
貧

し
く
な
っ
て
食
べ
る
こ
と
も
出
来
ず
、

・

他
の
領
に
流
浪
す
る
者
が
多
く
な
っ
て

空
屋
が
軒
を
並
べ
、
肥
え
て
い
た
田
畑

も
草
に
埋

っ
て
荒
廃
す
る
と
い
っ
た
惨

状
と
な
り
ま
し
た
“　
　
　
　
，
　
　
，‐

し
か
し
農
民
が
身
分
を
わ
き
ま
え
ず

訴
え
れ
ば
死
罪
は
ま
ぬ
が
れ
ず
苦
難
の

年
月
を
送
っ
て
お
り
ま
し
た
。　
ギ
ー
ト

こ
う
し
た
と
き
父
本
野
村
由
国
１
村

猾
う
罪
で
容
赦
す
る
こ
と
な

惨
な
農
民
達
の
た
め
身
を
犠
性
に
し
て

綸押陛田〕し一れはｒ″狂しに一」
―
大
崎
宅
右
衛
門
は
芸
領
で
あ
っ
た
桑

木
村
に
の
が
れ
、
医
師
、
浦
野
桂
民
と

名
乗

っ
て
世
を
欺
き
、
或
い
は
薬
売
つ

に
、
或
い
は
虚
無
僧
に
な
っ
て
身
を
か

く
す
と
共
に
百
姓
の
苦
し
さ
を
調
べ
ま

し
た
。
時
に
は
藩
吏
が

「
い
ま
こ
こ
に

居
た
の
は
大
崎
宅
右
衛
門
で
は
な
い
か
ピ

と
農
民
に
問
え
ば

「
い
い
え
、
た
だ
の

虚
無
僧
で
し
た
¨
」
と
い
っ
て
逃
が
し

た
程
で
し
た
。・　

　

　

´

Ｆ

０

こ
の
間
藩
主
は
事
実
の
い
か
が
を
調
査

し
て
直‐
調
日
烈
ぢ
、
つ
い
に
幕
領
時
代

の
例
に
基
づ
い
て
安
永
七
年
か
ら
三
千

「甕
酵
獨

】警輌岬岬柳叫靱抑』れるし‐た中̈
螂

嚇］［̈
蝉】中］ｒ̈
のり木紳［̈中

筆̈一一一摯̈̈
一̈一肇攀」̈̈
¨

〇

一
年
）
三
十
六
か
村
二
万
石
の
農
民

の
犠
牲
と
な
っ
た
村
田
庄
兵
衛
も
遂
に

水ヽ
眠
し
ま
し
た
。
「
　
１
・‐
‐
ｌ

ｔｉ
　
、

庄
兵
衛
宅
は
今
日
も
屋
敷
跡

（父
木

野
、
郷
）
が
あ
り
老
松
と
共
に
当
時
を

し
の
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
、

．

（注
）
昭
和
二
年
編
、
郡
誌
に
記
録

さ
れ
て
い
る

「
義
民
、
村
田
庄
兵
衛
」

を
わ
か
り
や
す
い
よ
う
に
書
き
改
め
ま

当時をしのばせる父木野の村田庄兵衛宅家敷跡

‥、‐̈赫曇一嘲轟螂一一一

で
そ
の
藩
吏
は
声
品
郡
金

‐
丸
村
の
元
屋
と
い
う
宿
に

‐
・
口
国
樹
「
剣
い
バ
雷
疏
Ｙ
な
り
ま
し
た

と
ま
り
ま
し
た
。
宿
の
主

人
は
こ
と
の
次
第
を
知
り

密
か
に
使
い
を
送
っ
て
村

田
庄
兵
衛
に
告
げ
、
庄
兵

衛
は
大
崎
宅
右
衛
門
に
連

絡
を
と
り
ま
し
た
．
圧
兵

衛
は

「自
分
は
罪
に
問
わ

れ
て
も
よ
い
。
喜
こ
ん
で

縛
を
受
け
る
が
、
あ
と
の

事
を
宜
敷
く
た
の
む
」
と

．い
っ
て
藩
吏
の
縛
を
受
け
　
　
し
た
。

ど
考
え
ら
れ
る
。

守一オ一一■一ぶ
， ぉ

、座状に突キ）一

一し
た
丘
陵
の
背
後
を
空
堀
で
区
切
り
、
頂
部

，
ぼ
斡
ど
上
べ
た
も
の
で
、
最
高
所
に
長
さ
二

Ｏ
ｍ
の
本
丸
を
置
き
、
背
後
に
長
さ
七
ｍ
の

二
の
丸
、
長

き

一
〇

Ｌ
の
三
の
丸

を
階
段
状

に
い

し
か
も
屈
曲

さ

せ
て
並

べ
て

い
る
０

本

裂
「一一贅酬譴
離
濡豫」「輔
摯
雌
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猿 ケ 馬 場 一 号 古 墳

種
　
　
別

所

在

地

土
地
所
有
者

包
蔵
地
の
概
要

米
、

（
入
口
）

称

Ｘ

岩
谷
洞

穴

古
　
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
名

三
和
町
大
字
桑
木

字
猿

ケ
馬
場

民
　
一■
　
　
　
　
　
　
　
　
地

横
穴
式
石
室
。

奥
行

六
米
、　
幅
員

一
。
一
米
、

（中
）

一
。
四
五

一
。
三
米
、
高
さ

一
。
二
米
。

（［］）古」群

準雹
古墳℃
ざ襟

猿 ケ馬場
古墳群

1.0∞ 2000 ■000

三 和 町 ・ 神 石 町 古 墳 分 布 図

-120■ ―

）
れ間 答古墳群

猿 ヶ 馬 場 1号 古 墳



ρ ク

」̈̈
　　一”』大一闘計目に」鰤系一口同国円日〕）

土
地
所
有
者
　
民
　
有
　
　
　
　
　
地
　
目
　
　
山
　
林

包
蔵
地
の
概
要
　
昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
月
二
日
、
府
中

高
等
学
校
調
査
グ
ル
ー
プ
の
発
掘
の
開
取
り
に
よ
る
と
横

穴
状
の
黒
土
が
あ
り
、
長
方
形
の
石
垣
が
現
存
す
る
。
そ

の
下
に
石
だ
た
み
が
あ
り
、
木
炭
が
散
布
さ
れ
、
石
は
焼

け
て
い
た
。
石
だ
た
み
の
下
か
ら
次
の
遺
物
が
出
た
。

中
か
ら
須
恵
器
な
ど
が
出
土
し
て

い
る
の
で
、
古
墳
も
時
代
の
下
が
る
七
世
紀

く
ら
い
の
群
集
墳

と
い
わ
れ
る
集
団
墓
地
で
は
な
か
っ
た
か
と
思
わ
れ
る
。
今
の
よ

う
な
行
政
区
画
で
な
い
の
で
小
字
こ
そ
ち
が
っ
て
い
る
が
、
猿
ケ

馬
場
、
芸
人
山
、
相
談
山
、
四
ツ
塚
な
ど
の
二
十
基
ば
か
り
の
横

穴
式
石
室
墳
は
ほ
ぼ
同
時
代
の
奈
良
時
代
に
近
い

一
世
紀
ほ
ど
に

わ
た
っ
て
構
築
さ
れ
た
も
の
で
、
副
事
熙
Ｗ
拗
ツ
仰
ａ
場
颯
尉
υ
い

わ
劉
風
留
力
動
ヽ
夕
裂
脚
↓
碁
蟹
刻
っ
だ
暢
の
ど
推
”
ざ
れ
た／。

戦
後
、
開
墾
中
偶
然
に
発
掘
さ
れ
て
、
現
在
府
中
高
校
に
保
管

さ
れ
て
い
重
局
蓋
の
場
谷
古
樹
の
出
二
選
物
園
⇔
ら
一́
コ
の′ｉち
墳

却
ぬ
諷
冒
ワ
恥
繁
呵
旬
哺
咀
岬
籾
０
み
夕
。
そ
れ
を
見
る
と
、
金
の
耳

輪
や
、
勾
玉
、
管
玉
、
棗
玉
、
切
子
玉
、
小
玉
、
な
ど
の
宝
石
の

ネ
ッ
ク
レ
ス
や
、
直
刀
、
鍔
、
刀
子
、
矢
鏃
、
な
ど
の
武
器
、
轡
、

鮫
具
、
雲
珠
、
な
ど
の
馬
具
に
、
須
恵
器
、
土
師
器
な
ど
の
日
用

の
　
・
食
器
に
い
た
る
ま
で
、
数
十
点
の
多
量
に
の
ぼ
っ
て
い
る
。
メ
「

一Ψ
副
哺
Ц
Ч
習
切
ハ
ス
グ
Ｃ
ぅ
ヽ
烈
測
勁
蠣
京
御
り
う
蜜
司
り
、
タ

場
勿
働
川引
卿
↓
“
島
窒
Ｈ
漁
創
ｄ
封
ａ
場
ヨ
創
烈
ヨ
翼
饗

の
姿
を
思
っ
て
見
た
。
ま
さ
に
こ
の
地
方
の／
鵠
商
昌
こ
υ
て
の
面

影
が
浮
ん
で
く
る
。
鉛
メ
リ
が
ぶ
寮
淑
利
船
訓
瓢
悧
詞
船
州
【
樹

―こ‐‐杓
渇
び
郷
劃
到
の
長
と，い
０
自
ミ
た，′「
旬
綺
召
ば
綺
こ′，ど
が
筆

え
ら
れ
る
。

出 土 品 配 置 図

―――‐首かぎり

―――直 万

Ｘ

じ

り

出
土
品
　
全
銀

・
勾
玉

・
管
玉

・
瀞
玉

・
切
子
玉

・
小
玉

・
直
刀

・
鍔

・
刀
子

・
矢
じ
り

。
索
（
く
つ
わ
）
■
絞
（
じ
め
Ｙ
Ｔ

雲
珠

残
片

・
飾
金
具

・
須
恵
器

・
土
師
器
。
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土
地
所
有
者
　
民
　
有
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
目
　
　
山
　
林

包
蔵
地
の
概
要
　
円
墳
。
横
穴
式
石
室
で
あ

っ
て
、
奥
行
約
七
米
、
幅
員

一
・
二
米
、
南
方

に
開
口
す
る
。
わ
づ
か
し
か
開
口
し
て
い
な
い
の
で
入
ら
れ
な
い
。

種
　
　
別
　
　
古
　
墳

名
　
称
　
　
士〒
人
山
三
号
古
墳

所

在

地
　
　
一二
和
町
大
字
桑
木
字
芸
人
山

土
地
所
有
者
　
民
　
一■

地
　
目
　
　
山

林

専
蔵
地
の
概
要
　
円
墳
。

横
穴
式
石
室
。

奥
行
約
六
米
、

幅
員

一
。
三
米
、

南
に
開
口
す

２
つ
。

種
　
　
別
　
　
古
　
墳

名
　
　
称
　
　
一云
人
山
四
号
古
墳

、所

在

地
　
　
一二
和
町
大
字
桑
木
字
芸
人
山

土
地
所
有
者
　
民
　
有

地
　
　
目
　
　
山
　
林

包
蔵
地
の
概
要
　
円
墳
。
横
穴
式
石
室
。
奥
行
七

・
六
米
、

幅
員

一
。
二
米
。

第
二
編

郷

土

の

歴

史

芸人山三号古墳

_約 600■

―

醇 ヨ
芸人山三号古墳     :     芸人山二号古墳見取図

109



′ ぢ

奪
鰐
慶
げ
′１
０

行
五

・
五
米
、
幅
員

一
。
二
米
、
高
さ

一
・
三
米
。

種
　
　
別
　
　
古
　
墳
　
　
　
　
　
　
　
　
名
　
称
　
　
大
谷
山
古
墳

所

在

地
　
　
一二
和
町
大
字
父
木
野
字
大
谷
山

土
地
所
有
者
　
国
有
林
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
目
　
　
山
　
林

包
蔵
地
の
概
要
　
横
穴
式
石
室
。
発
掘
し
た
た
め
現
存
せ
ず
。

種
　
　
別
　
　
古
　
墳

ヽ

‐
‐

名
　
　
称
　
　
一云
人
山

一
号
古
墳

所

在

地
　
　
一二
和
町
大
字
桑
木
字
芸
人
山

土
地
所
有
者
　
民
　
一月
　
　
　
　
　
　
　
　
地
　
目
　
　
山
　
林

包
蔵
地
の
概
要
　
円
墳
。

横
穴
式

石
室
で
あ
る
。

奥
行
六

・
七
米
、　
幅

員

一
・
三
米
、　
入
口
一
。
二
米
、　
高
さ

一
・
五
米
。

南
方
に
開
回
す

ス
つ
。
　
　
　
　
‐́

古
　
墳

芸
人
山
二
号
古
墳

三
和
町
大
字
桑
木
字
芸
人
山

所 名 種

在

地 称 別

中山四つ塚四号大 谷 山 古 墳

膨
―

“
↓

一

―



ρ 7
神 ス 部 56

１

１

症

賃

奎

ｆ

Ｉ

整

顧

鰭

婿

畢

記

筆

害

雨

言

Ｉ

渓

表

豪

専

１

１

鼓

２

諄

７

１

４

三
和
町
桑
木

る
。
日
南
谷

の
北

側
丘
陵
中
腹

に
寺

・
カ
ジ
ヤ

・
大
倉

な
ど
の
家

号

を
も

つ
屋

敷
地

が

あ

る
。
付
近

に
共
同

の
欽

用
水

源

で

あ

る

「
で
え
が
わ
」
と
よ
ば
れ
る
泉
が

あ
り
、
共
同

で
水
神
様

を
祀

っ
て

い
た
と
伝
え
、
こ
の

一
帯

が
土
居

で
あ

っ
た
と

み
ら
れ
る
。
ま

た

そ
の
屋
敷
地

の
下

段

、
城
山

の
正
面

に
前
川
内
と
よ
ば
れ

る
家
が

あ
る
一

神
仙
裕

く
躍
由
緒

あ
る
地
名
は
み
ら
れ
な

い
が
、
北
端

の

高
所

に
金
長
者
屋
敷

と
称

す
る
所

が
あ
り

、
空
堀

な
ど
を
も

つ
屋

敷
が
あ
る
ｏ

村
域

の
分
霊
で
あ
る

一
月
神
馬
を
具

が
、
寛
政
三
年
■

た
。
そ
の
所
を
山
王

場
と
よ
ぶ
よ
う
に
な
っ
た

董
と
一
体
性
が
強
く
、
高
蓋
と
の
境
を
西
城
路
が
通
る
。
街
道
の

疇］̈一一一一一̈一一え山み一一一一｛一一一一， 一一一』

城
と
一
連
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。
頂
上
は
二
段
に
削
平
さ
．れ
て
い

元
禄

一
三
年
二

七
〇
〇
）の
桑
木
村
御
検
地
水
帳
（広
島
大
学
蔵
）
に
よ

る
と
反
別

二
七
町
余

、
高

二
七
三
石
余
。
福
山
藩
領

。
「
備
後
郡
村

誌
」

に
よ
る
と
御
林

三

ヵ
所

・
五
五
町
余

、
野
山

二

ヵ
所

・
三
八

町
余
が
あ
り

、
「
御
林
之

内

二
耐
柴
草
相
願

毎
年
苅
侯
而
田
地
こ
入

レ
来

り
申
侯
」
と

み
え

る
。
宝
永

八
年
二

七

一
こ

の
家
数

四

二
・

人
数

二

一
六

、
馬

五

・
牛

二
八
、
郷
蔵

一
（同
書
）。
文
化

六
年
■

八

〇
九
）頃

に
は
家
数

四
三

・
人
数

一
四
四
、
馬

六

・
牛

二
九
（福
山
志

料
）
。
「
備
後

部
村
誌
」

は
宝
永
八
年
頃

の
こ
と
と
し
て
生
業

に

つ

い
て

「
農
業
之

外
男
女

共
稼

無
御

座
場
所

、
先

つ

ハ
山
稼

等

仕

候
」
、
土

地
利

用

に
つ
い
て

「
田
拾

八
町
三

反

六
畝

四
歩

裏
毛

無

之
」
「
畑
方
四
歩
大
豆

、
壱
歩
多
葉
粉

、
五
歩
雑
穀
」
と
記
す
。
田

瘍

一一一̈̈
一　
　
ノ

池
が

あ
り

、
そ′
ｄ
洲
引

数

ギ
司
ｄ
湖
コ
烈
９
日
剛
日
句
剣
乱
り
で
酬

る

。

声

田

部

敲

隣

村

（現
高
山
市

）
の

人

（

′∫、、

野

新

四

的

げ

寛

政

年

間

■

じ
八
九
―
一
八
〇
こ
に
福
山
藩
主
の
命
ｄ
型
遭
３
だ

と
伝
え
る
。
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桑
木

で
草
地
造
成
中

今
年
二
月
、
桑
木

・
福
井
三
幸
さ
ん

の
草
地
造
成
中
に
古
い
窯
跡
ら
し
い
も

の
が
発
見
さ
れ
、
町
教
育
委
員
会
は
府

中
高
校
地
歴
部
に
発
掘
調
査
を
依
頼
し

て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
の
発
掘
調
査
で
窯
跡
か
ら
須

恵
器
片
が
出
土
し
て
お
り
、
土
器
形
式

な
ど
か
ら
約
千
三
百
年
前
の
も
の
で
あ

る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
ｏ

調
査
に
参
加‐
さ
れ
た‥
序
申
高
校
地
歴‐

部
Ｏ
Ｂ
の
ぼ
島
正
文
さ
ん

（父
木
野

・

現
在
別
府
大
史
学
科
三
年
）
の
調
査
書

は
次
の
と
お
り
。

柿
ノ
木
原
窯
跡
は
三
和
町
大
字
桑
木

柿
ノ
木
原
に
所
在
し
、
海
抜
五
百

“
、

声
田
川
と
上
下
川
の
水
上
の
分
水
域
の

小
谷
に
立
地
す
る
。

も
と
柿
ノ
木
原
と
呼
ば
れ
る
此
の
小

谷
の
地
形
は
勾
配
の
ゆ
る
い
段
原
と
な

っ
て
お
り
、
そ
の
斜
面
を
利
用
し
で
き

代
の
須
恵
器
の
窯
業
が
広
く
行
わ
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

〓
剛

樹

劃

ｄ

測

劃

引

「

割

創

神
石
高
原
の
装
を
見
せ
る
此
の
あ
た
り

一
帯
は
、
出
土
す
る
多
数
の
考
古
学
的

ノ
木
原
の
様
な
小
谷
が
多
く
ど
ん
な
小

さ‐
引
劉
―こ―
劇
Ｊ
刊
Ｊ
耐

っＩ
Ｊ
Л
耐
劇

ど

遺
跡
が
存
在
じ
林
の
中
の
遺
跡
と
の
出

合
い
は
当
に
神
秘
を
感
じ
さ
せ
ら
れ
ま

す
。

．
さ
て
今
回
調
査
し
た
窯
跡
は
柿
ノ
木

原
の
谷
の
北
斜
面
で
、
南
に
向
く
段
原

の
中
此
か
ら
穏
副
ヨ
ｄ
剋
画
Ｊ
剰
劉
Ｊ

日閣
翼
が
ｄ
ぎ
え

て
お
り
ヽ
焚
□
か
ら
煙

出
し
ま
で
十
九
―
十
八
度
の
傾
斜
を
持

っ
て
〓
床
が
調
整
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
二
基
の
窯
が
発
見
さ
れ
、
こ
れ

ら
の
ほ
か
に
も
附
近
に
は
ま
だ
多
く
の

窯
跡
や
附
属
施
設
が
あ
る
こ
と
が
分
布

調
査
に
よ

っ
て
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の

窯
の

一
つ
は
前
部
が
破
壊
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
後
部
の
煙
出
し
附
近
が
奥
行
二

“
ほ
ど
残

っ
て
お
り
、
こ
れ
を

一
号
窯

と
し
、
他
方
の
山
頂
に
近
い
あ
た
り
で

灰
原
の
断
面
が
出
土
し
た
の
を
二
号
と

し
ま
し
た
。

一
号
窯
は
横

一
、
六

“
高
さ
約

一
、

三

れ
位
で
調
査
に
よ
る
と
新
旧
二
基
の

窯
跡
が
重
複
し
て
い
る
様
子
が
見
ら
れ
、

さ
ら
に
は
窯
の
中
に
は
長
い
間
に
わ
た

っ
て
窯
が
焼
か
れ
た
事
を
示
す
よ
う
に

灰
土
や
窯
壁

。
須
恵
器
片
が
層
を
織
り

成
し
て
い
ま
し
た
。
須
恵
器
片

の
中
に

は
完
形
の
電
子
の
わ
か
る
も
の
も
あ
り
、

土
器
形
式
に
よ

っ
て
此
の
窯
の
年
代
の

手
が
か
り
と
な
る
も
の
も
認
め
ら
れ
、

今‐
刻
晨
尉
叫
Ｊｌｌ‐
ゴ
研
劉
＝
計
の‐‐計
櫛
と―‐

な
る
も

の
も
得
ら
れ
ま
し
た
，

二
号
窯
は
灰
原
と
言

っ
て
窯

の
前
′′

部
で
、

こ
こ
か
ら
も
多
く

の
お
■

な
デ

ー
タ
が
得

りヽ
れ
、
そ
の
上

に
此

の
，

＝

完
全
な
形
で
残

っ
て
い
る

こ
と
が
わ
か

り
ま
し
た
。

こ
の
窯
に
つ
い
て
は
今
後

期
待
が
各

て

い

術
を
携
え
た
職
業
英

い

た

こ

と

に

な

り

ま

す

し
て
生
産
さ
れ
た
須
恵
器
が
さ
ｒ

れ

て

い
た
か
は
現

在
不

叫

で

す

な
ぃ
班
ば
れ

た
と
す
れ
ば
、
そ
の
集
落
の
静
ら
し
ｉ

り
も
同
え
ま
す
．

生
産
手
段
と
い
う
生
活
に
直
結
し
た

問
題
は
文
書
等
に
は
残
り
に
く
‘
　
′
′

古
学
的
遺
物
に
よ

っ
て
の
み
そ
ｌｔ
を
ウｕ‥

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

現
代
か
ら

一
気
に
千
三
百
年
も
件
に

飛
び
越
え
た
様
な
話
で
す
が
、
叫
―――‐
●

過
去
か
ら
未
来
ま
で

一
線
に
つ
な
が
う

も
の
で
す
。
未
来
を
考
え
る
に
は
現
―

を
よ
く
知
る
事
が
必
要
で
す
。
現
在
が

ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
様
子
で
Ｒ
ム

か
は
過
去
の
諷
先
の
長
い
官
み
′
１
に

あ
る
こ
と
を
見
の
が
せ
ま
せ
ん
。
二
し

て
過
去
が
克
服
さ
れ
て
現
在
が
あ
る
摯

に
、
未
来
は
現
在
が
克
服
さ
れ
て
″
漁

す
る
も

の
で
し

‘
う
。
こ
の
様
に
し
一
．

郷
土
の
未
来
に
つ
い
て
私
達
が
何
を
す

べ
き
か
と
い
う
問
題
の
答
を
無
言
の
山

に
教
え
て
い
る
よ
う
で
す
。

府
中
高
校
地
歴
部
０
８

編

島

正

ズ

草地遺成中に発見され。発握された 1号窯  :

こ
と
が
考
え
ら
れ
、

に
そ
の
上
層
部
に
は
弥
生
時
代
二

も

あ

り

運

綿

と

し

て

晩
期
二
千
五
百
年
―
〓

柿
ノ
木
原
西
端
で

営
ん
で
い
た
よ

花 口岩 地 山

須 恵 器 窯 跡 模 式 図

け
て
此

の
附
近

一
＝

と
し
て
栄
え
、
須
Ｊ

り
千
三
百
年
前
、
七
世
紀
末

′

の
調
査
を
ま
と
め
て
見
ま
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旧
芦
田
郡
福
田
村

の

小
野
新
四
郎
翁
の

人
と
な
り
と
乗
だ
村
に
つ
い
て

九
月
十
日
福
山
市
戸
田
町
在
住
の
郷

土
史
家
、
河
村
　
洋
先
生
を
お
招
き
じ

て
文
化
講
演
会
を
催
し
ま
し
た
。一

一
型

し
た
。
こ
の
池
は
福
山
藩
時
代

（阿
部

藩
主
）
当
時
の
声
田
部
福
田
村
の
庄
屋

小
野
新
四
郎
が
澪
候
の
使
命
を
帯
び
造

営
し
た
も
の
で
す
。
　
　
‐

―

こ
の
こ
と
は
池
畔
の
草
む
ら
に
建
つ

遺
愛
碑
（多
く
は
頌
徳
碑
と
呼
ぶ
が
…
）

に
顕
彰
さ
れ
、
か
つ
広
報
さ
ん
わ

一
三

五
号
で

「
旧
栞
木
村
復
興
史
上
の

一
考

察
」
と
題
し
て
紹
介
さ
れ
て
お
る
処
で

す
。
　
　
一
　

‘‥

今
回
再
び
掲
載
し
た
の
は
、
講

演
を
お
き
き
し
て
翁
の
業
績
が
余

り
に
も
大
き
く
、
ま
た
人
と
な
り

が
実
に
素
晴
ら
し
い
こ
と
に
今
更

の
よ
う
に
感
動
し
た
か
ら
で
す
。

翁
は
晩
年
全
国
六
十
余
州
を
行

脚
し
て
、
今
日
歴
史
上
の
人
物
と

し
て
知
名
度
の
高
い
名
士

一
、
九

五
二
人
か
ら
、
漢
詩

・
和
歌

・
俳

旬
の
名
筆
、
名
画
を
乞
い
、
集
大

成
し
た
海
内
偉
帳

（新
聞
紙
大
の

大
き
さ
、
厚
さ
七

・
五
糎
、
屏
風

折
り
に
し
て
、
そ
の
表
裏

一
杯
に

貼
り
つ
め
た
も
の
十
冊
）
は
、
小

野
新
四
郎
氏
の
生
家
、
声
田
町
の

国
頭
家
に
秘
蔵
の
宝
と
し
て
保
存

さ
れ
て
き
た
。

今
日
世
に
紹
介
さ
れ
よ
う
と
し

て
お
り
ま
す
が
、
当
日
聴
講
者
は

そ
の
二
冊
に
接
す
る
こ
と
が
出
来

ま
し
た
。
こ
の
た
め
あ
え
て
拙
文

技
摩
を
し
て
親
の
安
眠
す
る
の
を
待

っ

て
床
に
つ
い
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

な
る
に
至
っ
た
．

二
宮
尊
徳
に
も
似
た
人
徳
と
、
こ
の

偉
業
に
藩
候
は
大
い
に
感
服
し
て
文
化

年
中
巡
視
の
際
、
八
幡
神
社
の
境
内
に

新
四
郎
を
紹
い
て
朱
塗
り
の
盃
を
、
ま

た
組
頭
三
右
衛
門
に
は
青
銅
五
百
勿
を

賜
っ
た
。
ま
た
新
四
郎
は
苗
字
帯
刀
を

許
さ
れ
た
。

因
み
に
新
四
郎
は
明
和
六
年

（
一
七

六
九
年
）
に
生
れ
、
弘
化
二
年

（
一
八

四
五
年
）
死
没
、
七
十
六
才
の
生
涯
を

終
え
て
い
る
。
死
後
十
数
年
後
新
四
郎

を
杞
る
宮
を
建
立
す
る
議
が
村
人
に
よ

っ
て
起
き
た
が
、
新
四
郎
の
子
供
達
は

固
く
辞
退
し
た
た
め
、
こ
れ
に
替
え
遺

愛
碑
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
。
な
お
新

四
郎
が
い
つ
ま
で
棄
木
村
の
庄
屋
を
兼

ね
た
か
は
定
か
で
な
い
が
、
岡
田
三
右

衛
門
の
孫
が
そ
の
後
の
庄
屋
と
な
っ
て

い
る
。

大
役
を
果
し
た
新
四
郎
は
、
親
の
五

十
回
忌
を
済
ま
せ
隠
居
の
身
と
な
っ
た

の
で
、
若
い
頃
か
ら
の
念
願
で
あ
っ
た

名
士
の
書
画
を
乞
い
集
め
る
た
め
六
分

（
巡
礼
）
の
姿
で
旅
立
っ
た
。
天
保
三

年
と
五
年
の
二
回
、
四
星
霜
を
か
け
て

全
国
六
十
余
州

（当
時
は
備
前
、
備
中

安
芸
の
国
な
ど
と
呼
ん
で
い
た
）
を
巡

っ
て
お
り
、
当
時
そ
の
名
が
風
靡
し
て

い
た
で
あ
ろ
う
名
士
、
例
え
ば
渡
辺
華

山
、
大
塩
平
八
郎
、
頼
山
陽

一
族
官
茶

山
或
い
は
吉
原
の
遊
女
な
ど
の
作

そ
の

数

一
、
九
五
二
人
、
武
蔵
の
国
三
〇

一

人
、
安
芸
の
国

一
六
八
人
、
山
城

の
国

一
一
九
人
な
ど
の
順
に
多
い
。

集
め
ら
れ
て
い
な
い
の
が
因
幡
、
飛
弾

能
登
の
三
国
だ
け
で
、
将
に
圧
巻
と
い

ｏつ
ほ
か
は
な
い
。

新
四
郎
の
晩
年
は
彼
の
人
生
観
を
よ

り
確
か
に
し
、
か
つ
充
実
し
た
も
の
で

あ
っ
た
に
違
い
な
い
と
思
え
る
。

そ
れ
に
し
て
も
歴
史
を
繕
く
中
で
、

こ
の
よ
う
な
偉
大
な
人
物
が
本
町
に
か

か
わ
り
合

っ
て
い
た
因
縁
の
大
き
さ
に

驚
く
ほ
か
は
な
い
。

お
し
ま
い
に
当
時
新
四
郎
が
他
藩
に

出
国
す
る
に
往
来
手
形
を
必
要
と
し
た

当
時
は
庄
屋
や
旦
那
寺

（異
教
禁
止
の

出
生
な
ど
が
寺
に
登
録
さ
れ
て
い
た
の

で
）
が
発
行
し
た
も
の
が
保
存
さ
れ
て

い
る
、
興
味
あ
る
資
料
な
の
で
参
考
ま

で
に
掲
載
し
僣
筆
す
る
。

往
来
手
形
の
事

真
言
宗
福
証
院
　
旦
那

備
後
国
芦
田
郡
福
田
村

住
人
　
小
野
新
四
郎

右
の
者
今
般
宿
願
の
儀
之
有
り
、
諸

国
大
社
巡
拝
に
罷
出
候
、
国
々
御
関

所
お
通
し
下
さ
る
べ
く
候
、
且
つ
入

領
に
及
び
候
節

一
宿
の
は
、
な
お
川

越
な
ど
御
助
情
下
さ
れ
度
頼
奉
り
候

も
し
何
刻
途
中
に
お
い
て
相
患
い
侯

は
ば
、
御
厄
介
乍
ら
快
気
致
し
候
ま

で
、
そ
の
御
処
に
差
し
お
か
れ
、
よ

ろ
し
く
御
加
恵
仕
わ
さ
れ
た
き
様
に

頼
奉
候
、
万

一
病
死
致
す
な
ど
候
は

ば
、
そ
の
御
処
御
作
法
を
以
て
と
む

ら
い
の
儀
お
取
計
ら
い
な
し
下
さ
れ

候
上
、
御
便
宜
を
こ
の
元
え
御
通
達

の
儀
よ
ろ
し
く
願
奉
り
候
、
何
れ
旅

中
不
案
内
の
儀
万
端
御
迷
惑
仕
ず
候

様
御
心
添
え
の
程

一
偏
に
願
奉
候
依

っ
て
往
来
手
形
件
の
如
し

（注
＝
分
り
や
す
く
解
読
し
た
も
の
）

以
　
上

ズ
文
責
教
委
事
務
局
に
在
り
。
史
実

に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
ら
御
指
導

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
）

劇

ヨ

副

Ч

３

副

謝

罰

翼

Ｕ
ｄ

翻

劉

日

「

嘲
が
認
め
ら
れ
、

奇
し
く
も
当
げ
の
声
田
郡
栞
刃
村
久
現

在
の
〓
和
町
乗
木
）
の
庄
屋
を
兼
ね
る

処
と
り
ヵ

‐
た
だ

‐
‐‐
‐
‐
Ａ
ヽ
＼

当
時
果
木
村
は
福
山
藩
か
ら
す
れ
ば

避
遠
の
領
地
で
、
加
え
て
土
地
は
籐
せ

か
つ
湿
潤
で
米
麦
は
収
穫
が
少
な
く
、

村
人
の
年
貢
は
滞
り
夜
逃
げ
す
る
者
が

多
か
っ
た
と
い
つ
。

こ
の
た
め
、
ま
す
ま
す
田
畑
は
荒
廃

じ
て
村
は
亡
び
る
寸
前
で
あ
っ
た
。
新

四
郎
は
藩
に
年
貢
の
減
免
や
階
金
を
歎

願
す
る
な
ど
し
て
、
組
頭
岡
田
三
若
街

鍮Ｕ
ヨ
ヨ
曰
ｑ
＝
相
人
日
「
ヨ
羽
側
馴
ｑ
響

景

営

―

一
割
∃
∃
副
「
ｕ
ｌ
副
刑
瓢
劇
劉
美
酬
瓢
鯛
「
創
割
と

力
ｄ
潤
漏
矧
水
想
満
引
ｄ
覇
烈
た
濯
避

の
造
営
に
成
功
し
た
。
　
　
　
，

ま
た
当
時
は
、
沼
限
以
外
で
は
作
付

け
を
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
蘭
．草
の
栽
培

を
藩
に
訴
え
て
導
入
す
る
な
ど
、
利
益

の
増
収
を
計

っ
た
。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
稔
っ
て
遂
に
藩

庁
に
金
を
預
け
、・
そ
の
利
子
を
も
っ
て

村
費
を
賄
な
う
ほ
ど
に
な
り
、
亡
村
と

い
わ
れ
た
嘗

っ
て
の
棄
木
村
は
富
村
に



嵐
物
取
扱

所

の売買を行い、商法館と名づけたころから

9ノ′

一３
霙⑮
　
　
　
廟

一
［［̈
』脚れ一珊甲中岬い」中に無わ赫赫直一

（一
細
Ｗ
謳
Ｆ
ぱ
界
ト

品
田
和
気
神
、
火
産
霊
神
、
大
年
神
、

猿
田
彦
神
、
大
山
祇
神
、
大
田
主
神
、

市
来
島
姫
神
、
大
物
主
神
、
素
護
鳴
命

一
、
御
神
殿
、
四
間

一
尺
に
四
間
五
寸

二
、
境
内
社
、
海
神
社
、
気
比
神
社
、

大
仙
神
社
、
天
神
社

一
一
嚇
讐
¨
¨
静
一
抑
］
け
静
¨
¨
『

今
よ
り
六
四
七
年
前
）
に
炎
上
、
其
後

一
七
年
間
侃
社
で
あ

っ
た
が
正
平
三
年

部の窓口にあた り、

などの進出がみられる。 一三和町 一中

津藩備後領 く高山 弘之〉

め
中
途
迄
来
て
遥
拝
し
た
由
棄
木
に
現

　

目
が

■
〔
楓
属
だ
Ｙ
現
暮
マ
銅
漱
ロ
コ
ス
淑
麟
ａ
日
襲
碩
う
。
ま

在
桟
舗
が
段
猿
が
馬
場
の
地
名
が
残

っ

た
中
津
藩
領
時
代
に
は
西
戦
路
に
面
し

か
れ

て
い
る。
私謝諦蟄η慟盟Ｊ鶏昭
つ―ぎ
　
一
］綸「酪
い御
川柏出卿
い
「由物
務聯

「
を
し
た
所

ね
沢
割
助
出
げ
尋
・
明
治
三
十
二
年
十

　

マ
」

祭
を
執
行
、
肝
江
元
年

　

と
伝
え
る
が
（神
石
離
誌
）
、
具
体
的
な
こ
と
は
不
詳
。

魏

一岬』”一

「
嘱
語

四
判
郵
『
相
　
　
村
域
内
に
嘱
密

・
暉
乱
・
啜
離

・
射
の
罪
な
ど
の
（
□
旧
）
が
あ

る
。
土
地
台
帳

に
よ
る
と
小

宇
名

は
六
〇
余

あ
る
が

、
地
理
的
条

‐
　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

件
か
ら
生

れ
た
と
思
わ
れ
る
も

の
が
多

い
。
特
徴
的
な
も

の
と
し

て
額
の
曜
・一
〓
・イ
ヨ進
・堀
暉
・」
露
・阻
暉
・イ
ヤ乱
・

イ
ヤ笙
な
ど
が
あ
る
が
、
こ
の
う
ち
国
安
は
、
天
湖
熱
ヨ
研
船
イ

鑓
瓢
詞

彎

熊

瞥

褒

量

２
つ
。慶

長
二
年
二
五
九
七
）八
月
二
六
日
付
毛
利
輝
元
宛
行
状
（山
田
県

ん

槃

飾

聯

弾

艇

糧

夭

賽

峰
⇒
駅
創
ス
リ
ヽ
耐
ハ
薫
り

高
益
は
高
蓋
の
誤
記
で
当
地
を
き
す
と

さ
れ
る
。
元
和
五
年
■
六
一
九
）の
備
後
国
知
行
帳
で
は
五
三
二
石

余
、
元
禄
一三
年
二
七
〇
〇
）ｂ
備
前
検
地
で
七
〇
八
石
余
と
な

る
。
重踊
轟
翻
動
弘
翻
動
懇
到
翻
蠍
「
ゴ
己
「
ョ
鳳
′コ
コ
ビ
一男
降

を
押
え
る
要
断
に
あ
り
、
空
堀
と
二
段
の
郭
を
も
つ
山
城
で
あ
る
。

山
麗
の
台
地
に
宗
重

・
則
宗

・
頼
長
と
い
う
家
号
を
も
つ
屋
敷
が

部
の
―
階
見
村
）。

黒
不
谷
の
中
央
に
黒
木
丹
波
守
の
屋
敷
跡
と
伝
え
る
所
が
あ
り
、

現
在
土
居
姓
を
名
乗
ろ
家
が
あ
る
。
ま
た
そ
の
付
近
に
下
河
内

・

¨̈中」̈一̈一一枠〕叫〕い「格濃』”あてるぉ『″“̈



℃
Ｑ
Ψ
副
詞
電

光

末

清

瀧

神

社

の
詳

輌
翻

酬
駄

翻

州

押

¨

つ
ま
び
ら
か
で
な
い
が
、
山
号
を

「
古

圧
山
」
と
呼
ぶ
と
こ
ろ
か
ら
相
当
古
い

鳴
代
か
ら
の
お
社
で
あ
っ
た
と
同
わ
れ
る
。

認

熙
脚
飢
興
¨
帥
鶉

ｃ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。
時
恰
も
中
ｍ

常
徳
川
八
代
将
軍
魯
剌
嘲
Ⅳ
て
あ

っ
て

当
時
に
於
け
る
当
時
の
，菌
だ
官
は
、
村

田
藤
衛
門
本
房
　
次
席
上
沢
喜
右
嬌
門

丞
　
庄
足
若
林
与
治
衛
門
教
綿
　
大
エ

凛
原
朝
臣
安
氏
冨
右
衛
円
直
忠
、
施
主

へ
子
中
と
記
さ
れ
て
あ
る
．
詢
本
殿
は

木
造
流
れ
造
り
、
入
母
屋

一
重
唐
破
風

で
あ

っ
て
屋
根
地
は
粉
葺
で
あ
る
が
過

ぐ
る
昭
和
三
十
年
鋼
板
に
葺
替
え
た
．

構
造
は
桁
行
二
問

一
尺
三
す
．梁
行
二

間

一
尺
、柱
の
長

一
丈
五
尺
で
一
八
本
、周

囲
は
広
縁
で
幅
四
尺
、総
坪
数

一
三
坪
二

合
五
勺
で
あ
る
。
抑
当
神
社
が
昭
和
五

十

一
年
度
に
三
和
町
の
指
定
文
化
財
に

一
［
『
¨
】
¨
［
一
¨
中
¨
］
］
〕
¨
¨
一
「

古
老
の
言
に
も
名
工
匠
左
甚
五
郎
高
弟

の
昨
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
る
程
の
傑
作

で
、参
議
す
る
人
々
の
驚
嘆
と
尊
敬
が
払

わ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
。

先
ず
ｍ
本
殿
の
注
の
上
部
軒
を
支
え

協噺刺は籟胸囲淳鰤回睡喚脚鳴に

饉欝
轟
鰹
［鶏

柱わ‐こ上は払四州酬嗣嘲い肛̈
』ｒ

何
れ
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
考
案
で
エ

作
し
て
あ
る
の
が
目
を
引
く
、
何
れ
に

し
て
も
か
よ
う
な
恐
怖
す
る
よ
う
な
動

物
に
よ

っ
て
、
外
部
よ
り
侵
さ
ん
と
す

清
瀧
神
社

瀧
榊
牡

つ
一一藉

町
光
末

重
近
ざ
屋

宇
島
凛
静
計
に
あ
り
（際
Ｗ
「
日
Ｗ
＝
メ
射
「
Щ
ゴ
う
欧
患
ワ

旧
村
社

。
神
石
部
内
の
神
社

で
八
Ｔ
も
百
”
天
平
年
間
（〓

一九
―
し

四
九
）の
草
劇
″́̈
唇

る^
。
訥刻
蟹
烈
卿
り
８
０
”
め
う
襲

前
の
オ
Ｄ
孤
ワ
喝
Ｑ
劉
満
で
の
ろ

う
。
事
保

一
二
年
二

Ｌ
二
し
｝建
立

と

い
う
現
本
殿

に
は
竜

の
突
出
彫
刻

二
四
、
象
そ

の
他
獣
頭

十
数

個

の
影
刻
が
彩

色
し
て
施
さ
れ
て

い
る
。
唐
破
風

の
造
出

し

、
極

来

し
た
も

の
と
思
わ
れ

る
。

る
悪
魔
を
払
い
退
け
て
、
詢
沖
休
を
固

く
守
護
し
奉
ら
ん
と
す
る
、
意
図
の
発

想
無
跡
け
れ
鰤
役
帽
姉
献

の
教
会
の
外

部
に
理
の
頭
と
思
わ
れ
る
彫
刻
し
た
も

の
が
周
囲
の
所
々
に
設
け
ら
れ
て
い
る

を観庫鰤麟厳鴨のぅけ相と棟の中央
一

嗅帥［師耐頼にい嘲ユ郷輝帥四〕

な
っ
て
い
ぅ
）
千
木
は
陳
の
東
西
の
両
端

に
二
か
所
と
中
央
の
破
風
の
上
に

一
か

所
．
鐵
木
は
棟
に
三
か
所
と
中
央
破
風
の

一

上

一
か
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
。
彫
刻

一

は
創
建
当
時
に
彩
色
さ
れ
て
い
た
が
阿

分
二
百
七
十
年
前
に
築
か
れ
た
こ
と
と

て
久
し
い
問
の
風
雨
に
晒
ら
さ
れ
今
は

剛鋤つし“い“̈
師設々払“″紗噸̈

拘
爛
な
荘
厳
さ
が
同
わ
れ
る
次
第
で
あ

り
ま
す
．
　
　
文
化
財
保
護
委
“
記

光

末

村

〇
一・扁

町
光
末

余

、
元
禄

一
三
年
二

七
〇
〇
）
の
備
前
検

地

で

二
〇

五
石
余

と
な

豊
前

』
『
義
赫
け
啄
断
絶
後
幕
府
領

、
事
屎

二
年
■

七
一
七
）以
降

清瀧明神の本殿軒 まわ りの斗棋



β ″

光
末
清
竜
神
社

光
末
清
竜
神
社
の
本
殿
は
、
二
商

一

尺
の
正
方
形
作
り
の
小
社
で
は
あ
る
が
、

竜
の
実
出
彫
刻
二
十
職
、
獣
頭
十
数
饉
、

本
殿
内
に
も
立
派
な
彫
刻
が
あ
り
、
ま

た
本
殿
正
面
軒
裏
に
は

一
米
近
い
籠
彫

手
法
作
り
の
立
法
な
編
刻
な
ど
多
く
、

近
郷
の
棒
社
に
は
稀
に
見
る
棒
社
で
あ

ば
徳
川
初
期
の
名
工
左

の
作
だ
と
伝
え
ら
れ
、・

「
享
保
十
二
年
丁
未
卯
月
穀

二
六
年
…
…
二
五
二
年
前
）』

と
あ
る
。
朝
釜
と
は
天
武
天
皇
制
定
の

人
色
の
官
位
の
第
二
位
な
の
で
、
高
位

の
工
厳
の
作
と
考
え
ら
れ
る

（健
物
に

つ
い
て
調
査
中
）
。
そ
の
真
否
の
調
査

に
か
か
喚
「
初
代
甚
湯
郎
氏
よ
り
九
世

代
の
、／
た
光
挙
先
生

いヽ

涯
代
と
は
祝

代
甚
五
郎
氏
‐剣

刷
押
簿
軍
義
照
公
に
つ

か
え
た
武
士
で
あ
り
、
築
城
学
者
で
あ

っ
た
。
伊
丹
左
近
尉
正
利
の
流
れ
に
返

り
、
武
士
と
な

っ
た
方
が
二
代
あ
り
、

憐
代
甚
五
郎
氏
の
は
じ
め
た
彫
刻
や
大

富
大
工
棟
梁
の
仕
事
に
た
ず
さ
わ
ら
な

か
っ
た
の
で
、
光
挙
先
生
の
生
ま
れ
は

九
代
な
る
も
家
業
系
統
は
七
代
な
る
が

級
に
九
世
七
代
な
の
で
あ
る
）
に
文
書

や
写
真
を
送

っ
た
り
、
電
話
で
指
導
を

俸
い
だ
結
果
、
去
る

一
月
十
三
日
の
書

状
で

「
光
末
清
竜
沖
社
の
件
に
つ
い
て

町
の
文
化
財
と
し
て
指
定
に
な
っ
て
い

る
物
と
て
、
立
派
な
建
築
物
と
存
じ
上

げ
ま
す
が
、
そ
の
榛
果
に
轟
し
ま
し
て

の
二
代
並
び
に
三
代
の
弟
子
達
の
記
録

が
戦
災
で
焼
失
致
し
た
の
で
何
と
も
申

ま
せ
ん
が
、
竜
頭
が

し
て
い
る
な
ど

ま
す
の
で
、
あ

照
宮
の
陽
明
門
に
そ
う

し
た
様
式
が
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の
様

式
を
二
代
か
三
代
が
指
示
し
て
作

っ
た

も
の
で
は
な
い
か
と
も
存
じ
上
げ
ま
す

が
、
弟
子
云
々
に
つ
い
て
は
、
そ
の
彫

刻

（宮
彫
）
の
刃
法
を
拝
見
し
な
い
と

い
一
一
¨
一
一
一
一
¨
一
彎
］
一
】
）

二
日
の
書
状
で
、

「
冠
省
先
日
は
お
電

話
に
て
失
礼
を
申
し
上
げ
ま
し
た
。
さ

て
二
十
日
頃
前
後
に
研
究
も
あ

っ
て
、

奈
良
方
面
に

一
寸
出
か
け
ま
す
の
で
、

そ
の
帰
り
に
都
合
が
よ
い
よ
う
で
す
と

お
偶
い
申
し
上
げ
た
く
存
し
て
お
り
ま

す
。
尚
、
人
々
が
お
葉
ま
り
で
し
た
ら
、

大
学
や
高
裁

（高
等
裁
判
所
）
な
ど
で

左
甚
五
部
の
史
実
に
簡
す
る
講
演
な
ど

も
致
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
面
白
く
そ

の
話
な
ど
を
致
し
て
も
よ
い
か
と
も
存

し
て
お
り
ま
す
次
第
で
す
…
…
。
」
以

下
略
。
　

メ

左
光
挙
先
生

先
生
は
官
の
彫
刻
を
見
ら
れ
て

「狩

野
派
の
必
修
画
法
か
ら
来
て
お
り
、
名

甕

賽

録
が
続
失
し
て
い
る
の
で
更
に
調
査
の

要
が
あ
る
。

大
工
藤
原
朝
臣
安
氏
富
右
二
門
直
忠

は婦麟織叫潮経眼紅援嗣驚融哺繊

来
町
視
察

れ
る
が
研
究
を
要
す
る
。」
と
結
論
は
出

し
て
下
さ
ら
な
か

っ
た
の
で
、
今
後
先

者
に
よ
っ
て
作
出
さ
れ
た
史
実
と
異
な

っ
た
り
、
無
き
史
実
等
を
指
摘
し
て
説

明
し
た
り
、
最
近
大
学
教
授
や
研
究
家

等
に
よ
っ
て
、
究
明
発
表
さ
れ
た
建
造

物
や
器
物
に
つ
い
て
、
事
実
を
説
明
し

て
下
さ
っ
た
。

一
興
を
挙
げ
る
と
、
京
都
知
思
院
の

廊
下
の
、
俗
称
鴬
張
り
は
、
特
殊

「
か

す
が
い
」
の
使
用
に
よ
る
も
の
で
、
板

の
き
し
み
合
う
音
で
は
無
く
、
鴬
の
特

き
声
を
表
現
し
た
も
の
で
は
無
く
、
寝

所
に
無
用
者
の
侵
入
防
止
を
考
案
し
た

も
の
で
、
現
在
の
警
報
的
役
割
音
で
あ

る
。
ま
た
、
日
光
の
鳴
竜
は
反
響
の
原

理
で
竜
が
鳴
く
の
で
は
な
い
．

ま
た
、
竹
の
水
仙
の
銀
化
は
竹
の
職

維
が
吸
水
し
て
花
が
伸
び
て
編
き
、
ね

ず
み
の
燭
台
中
に
仕
込
ん
だ
、
纏
音
と

空
気
と
温
度
を
利
用
し
て
、
油
が
減
少

す
る
と
、
ね
ず
み
の
日
か
ら
油
を
出
し

て
、
下
の
皿
に
入
れ
る
仕
組
の
考
案
で

あ
る
こ
と
等
、
幾
つ
か
を
説
明
し
て
下

さ

っ
た
。
以
上
は
繁
演
中
の
同
十
分
の

一
か
の
開
で
あ
る
。

三
和
町
文
化
財
保
護
委
員
記

左
光
挙
先
生
の
略
歴

美
術
学
校
彫
塑
科
卒
、
国
宝
修
理

一
の
奈
良
美
鷹
院
で
修
業
、
外
遊
二
回
、

一初
代
史
実
研
究
を
な
し
、　
一
著
を
発

一表
し
、
ア
カ
デ
ミ
ー
賞
受
賞
、
日
本

一画
皇
室
買
上
五
日
、
日
本
表
象
美
術

一協
会
彫
刻
出
品
に
二
十
二
年
慈
愛
と

一題
し
た
馬
の
親
子
特
別
賞
、
二
十
二

一年
平
貿
源
内
木
影
彩
色
像
に
最
高
の

一日
本
文
学
賞
受
賞
等
そ
の
他
多
く
の

一賞
を
受
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

生
の
研
究
の
隷
論
を
期
待
す
る
次
第
で

あ
る
。

先
生
に
最
初
見
て
い
た
だ
い
た
轟
社

論
綱
鐸
襲
ぽ
溝
懸
“

』“一［赫纂一一“一い中綺］切）

立
派
だ
か
ら
、
文
化
財
と
し
て
指
定
す

る
価
鮫
が
あ
る
と
話
さ
れ
た
。

舗
渡
で
は
、
徳
晨
初
期
の
文
化
概
要

に
含
め
て
、
初
代
甚
五
郎
の
史
実
と

一

般
に
流
布
し
て
い
る
浪
曲
、
講
談
、
童

話
等
で
、
真
し
や
か
に
、
そ
し
て
面
白

く
、
お
か
し
く
、
ま
た
、
向
情
的
に
作

各
社
の
御
祭
神
と
由
緒

(3の 4)

価値 がある と析紙 つ きの彫亥1

県の文化財 として指定の



′ だ
静

・
輌

′
熙

・
戦
雖

・
い
利
運

・
刷
熙

・
辞
子

ケ
」
な
ど
が
あ
る
。

元
和

五
年
■

六

一
九
）の
崎
後
国
知
行
帳

に
は

「
光
延
村
」
⌒高

一
四

三
百
余
）
と

み
え

、
「
寛
文
朱
印
留
」

で
も

同

表

記

Ｑ
元
禄

一
三
年

二

七
〇
〇
）
の
備
前
検

地
帳

以
降
光
信
村
（
高
一一五
六
石
余
）
と
な
る
。

福
山
藩
水
野
家
断
絶
後

は
幕
府
領

、
事
保

二
年
二

七
一
七
）以
降
豊

前
国
中

津
藩
領

。

谷
の
北
端

に
城
山

と
よ
ば
れ

る
山
が
あ
り

、
城
跡
が
認

め
ら
れ

る
。
頂
上
を
二
段

に
削
平

し
て
郭
を
作
り

、
井
戸
跡
も

あ
る
と

い

う
。
城
山

か
ら

一
キ

ｏ
ほ
ど
離
れ

た
光
信
谷

の
西

の
支
谷

に
で

い

（上
居
）と
称

す
る
屋
敷
が
あ
る
。
村
域
内

に
寺
院
は
な

い
が
、
猿
田

彦
神
社

が

あ
り
、
組
殿

に
菅
原
大
明
神
を
祀
る
。
元
禄

一
三
年

の

光
信
村
御
検

地
水
帳
〓
一和
町
役
場
蔵
）
に
よ
れ
ば
当
時

は
小
中
倉
神

社

と
よ
ば
れ
て
お
り

、
そ
の
後
自
家
神
社
と
改
称

、
明
治
四
年
■

八
し

ご

現
社
名

に
改

め
た
と

い
う
。
社
蔵
の
棟
札

に
よ
れ
ば
天
和

二
年
二

人
八

こ
に
改
築
さ
れ
て
お
り

、
疾
病
の
守
神
と
し
て
地
域

の
人

々
の
崇
敬
を
集

め
て

い
る
。
村

の
鎮
守

は
上

の
八
幡

神
社

で

あ

っ
た
。

ね
脚
］
却
）
５
」
和
動
時

け
」
【
】
】
［
“

乱
村

、
西

は
二
村

に
挟

ま
れ

た
雨
北

に
細
長

い
小
村

。
東

・
南

・
西

は
丘
陵

に
囲
ま
れ

、

翻
一理
曝
事

鞣

一
二
月

二
九
日
付
室
町
暮
府
華
行
人

運
署
奉
書
（前
田
家
所
蔵
文
書
）

に

「
御
料
所
備
後
国
志
摩
利

庄
地
頭
職
内
公
文
名
け
足
誓

函
た
本
役

黎

挺

罐

霧

「

一興

繊

纂

識

舞

る
家
が
残
る
。
ま
た
天
文

四
年
二

五

二
五
）
の
小
畠
村
八
幡
宮
御
当

日
記
引
替
（松
井
益
人
氏
蔵
）
に
よ
る
と
神
事

の
役
割
分
担

の
な
か
に

「
苦
文
田
頭

」
を
担
う
家
が
あ
り
、
現
在
も
公
門
と

い
う
家
号
の
家

が
あ
る
こ
と
な
ど

か
ら
考
え
て
、
常
光
村

内

に
志
摩
利

圧
の
公
文

名
が
あ

っ
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
。

元
和

五
年
二

六

一
九
）
の
備
後
国

知
行
帳

で
は
重

藤
村

（
八
四
百

余
一
・
常
力
村
３

一
ん
ｉ
斜
）の
一
村
と
し
て
部
仕
静
相
、
一
声
文
朱

印
留
」
で
も
同
様
、
元
禄

一
三
年
二

じ
○
○
）の
備
前
検
地
帳
以
降

常
光
村
含
一ヒ
四
百
余
）と
な
る
。
お
そ
ら
く
寛
文

一
〇
年
代
の
絆
地

詰
実
施
頃
に

一
村
と
な

っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
福
山
藩
水
野
家
断

‐

絶
後
は
暮
府
領

、
事
保
二
年
二

じ
一
し
）
以
降
豊
前
国
中
津
藩
領
。

論
鷺
護
粋
築
蹄
譴
弓多

年
代

は
不
詳

で
あ
る
が

、
中
世
重
藤
名
時
代

に
地
域
神
と
し
て
祀

村

。
小
田
川
沿

い
に
開

け
ろ
沃

野
の
う
ち
最
も
広
潤

の
地
域

を
占

め
、
高
蓋

・
阿
下

と
は
山

や
峠

で
境
を
な
す
が

、
他

の
地
域

と
は

沃
野
続
き

で
あ
る
．
神
石
部
内
で
最

も
平
地

に
恵
ま
れ

た
当
地
域

経
時
韮
嘱
相ゞ

載踏
魏
輔
『

猥喘［樹付．一は村．〔利多．̈一』は摯」移は崚相刹調綱あ

品
世一［秤
晰
動

ゆ̈お‐こ嗜
耐鮮
ピ断
軽

町
）所

蔵
の
大
設
若
経
第
二
三
〇
巻
奥
書

に

「
備
後
志
摩
利

圧
上
保

八
幡
常
住
備
後
国
御
調
部
尾
道
西
国

寺
尾
崎
坊
書
写
塁
　
手
時
応

安
七
天

脚
林
鏡

十

二
日
右
筆
金
剛
仏
子
幸
範
」
と
み
え

る
。
当

時

の
名
田
の
名
を
伝
え

る
も

の
と
し
て
、
信
末

・
友

信

・
時
久

・
貞

瀧

・
睡
濯

な
ど
が
小

宇
名

と
し
て
あ
り

、
雲
震
山

の
修
験
者

と
関

運
を
も

つ
と
思

わ
れ
る
先
還

、
ま
た
殿
畑
沖
な
ど
の
地
名
が
あ
る
。

城
は
そ
の
本
拠
と
い
う
。
諷
和
で
ば

「
ゴ
日
紬
び
判
喩
〓
邸
原
‐ゴ

は
な
い
か
。
北
方
数
百
メ
Ｌ
ト
ル
の
所
ス
劉
一
」
Ｗ
Ｙ
風
ｒ
屁

空

西一け一帥師印帥〕崚幅は黎】串的一「‐城っはぃ雄昨叫郎

曜
可
一雉
騨
愧
機一鱚

剥

バ

ズ

Ｊ

３

〃

の

に

始

ま

る

と

い

い

、

水ヽ
二

年

中

〓

五
〇

四
―

二

元
和
五
年
二
人
一
九
）の
階
後
国
知
行
帳
で
は
高
七
〇
〇
石
余
、

元
禄

一
三
年
二
七
〇
〇
）の
備
前
検
地
で
一
千
二
五
石
余
と
な
る
。

福
山
藩
水
野
家
断
絶
後
は
幕
府
讀
、
事
保
二
年
二
七
一
ヒ
）以
降
豊

前
国
中
津
藩
領
。
鎮
守
は
八
幡
神
社
、
治
暦
元
年
二
〇
一（五
）豊
前

宇
佐
払
晴
（現
人
分
県
宇
佐
市
）の
分
霊
を
動
話
し
た
と
伝
え
る
。
日

還

・宗
正
覚
寺
は
宝
徳
二
年
二
四
五
〇
）の
創
建
と
い
う
ｏ



′ 〃

酢
の
地
名
が
一の
り
、９

家
と
の
Ｌ

ｙ

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
南
西

に
隣
接
す
る
鮮
朴
騨

‐こ／
Ｊ
電
君
の
恩
が
が
あ
る
の
で
、
古
代
の
神

ハ
置
し
２
瑠
■

亀
石
村

の
北

、
大
矢
村

の
西

に
位
置

す
る
広
域

の
村

。
江
戸
後

期

に
は

「
小
畑
」
と
も
記
さ
れ
た
（天
保
郷
懐
）。
東
流
す
る
小
田
川

流
域

に
神
石
郡
随

一
の
沃
野
が
開
け
、
安
田
（現
油
木
町
）と
上
下
（現

甲
奴
部
上
下
町
）を
結

ぶ
街
道

に
沿

っ
て
中
心
桑
落
が
あ
る
。
村
域

内

次
・押
ヨ取
荷
物
・之
間
、
度
々
波
′成
二召
文

早́
、
不
日

校
′召
ヨ上
彼
者
・可
′預
二御
下
知
・候
、
云
々
、

と
あ
る
。
ま
た
明
応
四
年
二

四
九
五
二

一
一月

二
九
日
付
伊
勢
七
郎

右
衛
門
尉
宛

の
室
町
暮
府
奉
行
人
連
署
奉
書
（前
田
家
所
蔵
文
書
）
に

「
御
料
所
備
後

国
志

摩
利

庄
地
頭

職
内
公
文
名

号
量
響

蓋
ぇ
本
役

分

事

、
近
年
齢
阿
令
難
渋
之

、
剰

三
名

饉
末
″け
里
重
藤
丼
長
宝
寺
領
内
田

地

七
段
等

、
称
彼
下
知

、
ビ
遠
江
又
理
駆
響
妨
伝
々
」
と
み
え
る
。

こ
れ
ら
に
よ
れ
ば
当
庄

あ
り
、
幕
府

の
Ｌ
所
執
事
を
世
襲
し
た
屏
曇
静
ボ
ヒ
Ｅ
颯
な
ヾ
ハ
富
と
し
て
段
銭

国
役

の
徴
収

な
ど
に
か
か
わ

っ
て

い
た
こ
と
が
知

れ
る
。
国
役
引

付

に
み
え
る
伊
勢
備
後
入
道

は
貞
熙

の
父

貞
家
か
。

下
っ
て
年
欠

一
一
月

一
七
日
付
毛
利
元
就
宛
の
大
内
義
難
竜
状

（山
口
県
文
書
館
蔵
）に

「至
三
村
敵
出
張
之
由
候
条
、
至
志
戸
利
口

早
々
可
有
発
足
候
」
と
み
え
、
永
禄

一
一
年
二
五
六
八
）に
は
志
摩

利
圧
二
五
〇
貫
の
地
が
毛
利
元
就

・
輝
元
に
よ
り
馬
屋
原
少
輔
五

蝕
フ
熱
ツ
“
″
む
留
↓
打
て
い
る
■
濯
閲
録
」
所
収
馬
屋
原
二
郎
家
文
書
）。

ま
た
慶
長
二
年
二
五
九
七
）に
は
当
庄
の
う
ち
八
〇
石
が
毛
利
氏
よ

り
馬
屋
原
元
詮
に
給
地
と
し
て
与
え
ら
れ
た
（同
年
八
月
二
六
日
付

八
幡
神
社
が
あ
る
。
元
禄

一
一
年
■
六
九
八
）福
山
藩
水
野
氏
断
絶

後
は
幕
府
領
と
な
っ
て
い
た
神
石
部
三
二
村
、
甲
奴
部

一
二
村
、

安
那
郡
二
村
の
計
三
六
村
二
万
石
が
、
事
保
二
年
■
七
一
じ
こ
壽
削

爆

厳

隣

鷺

塵

駆

後

一
四
代
に
わ
た
っ
て
代
宮
職
を
世
襲
、
ま
た
八
代
知
広
の
弟
よ

り
別
家
を
な
し
、
こ
れ
も
五
代
に
わ
た
っ
て
代
富
を
動
め
た
。
代

宮
所
の
う
ち
役
宅
は
廃
藩
置
県
後
、
部
会
所
、
小
学
校
と
な
り
、

現
在
は
公
民
館
な
ど
に
な
っ
て
い
る
。
居
宅
の
一
部
は
昭
和
三
〇

年
代
ま
で
あ
っ
た
が
今
は
な
い
。
井
伏
鱒
二
の
筆
に
な
る

「小
畠

代
富
所
址
」
の
石
柱
が
立
つ
。

晶
剛
瑚
屁
鰈
鰤
冥
剤
び

石
郷

は
当
地
亀
石

を
中

心
に
し
て
そ
れ
ら

の
地
域

に
も

及
ん
で

い

は
〔
¨
一
わ
「
ぅ

。
ル

っ
黎
ａ
囲
Ｗ
〉

高
下
田
古
墳

・
落

妊
古
晏

元
和
三
年
■
六
一
九
）の
備
後
国
知
行
帳
に
よ
れ
ば
高

一
四
一
石

余
、
元
禄

一
二
年
ニ

ヒ
〇
〇
）の
備
前
検
地
で
二
五
三
石
余
と
な

る
。
福
山
藩
水
野
氏
断
絶
後
は
暮
府
領
、
嘉
永
六
年
二
八
与
こ
阿

部
紫
ゆ
¨
〔
中
¨
』
〕
『
岬
型
弱
『
“
ノ
野
ボ
調
硝
以
劉
劉
嘱
釧

ユ

県
一人
手
■
の
分
霊
を
動
話
し
た
と
い
い
、
岩
上
に
火
魂
が
降
り
神

託
に

「岩
裂
根
裂
の
神
な
り
」
と
あ
っ
た
の
で
祀
っ
た
と
伝
え
、

自
然
崇
拝

・
採
鉄

・
武
具
製
作
な
ど
古
代
人
の
生
活
と
密
接
に
結

に
滅
ぼ
さ
れ
た
と
い
う
ｏ
城
跡
は
亀
石
沃
野
の

・中
心
の
孤
塁
を
三

犀
騨
雅
聾
け要
、輸編
瓢
燿
好
て”誌

前
者
に
内
藤
実
豊
・
内
層
清
実
・
福
場
成
利

・
福
場
盛
勝
な
ど
、

後
者
に
大
内
直
重

・
大
内
亀
若
丸
・
川
上
政
秀
な
ど
の
名
を
伝
え

一
｝
一
中

天 九く‐こ
一
讐
一
け
は
¨
¨
¨
¨
¨
］
一
一

と し ぇ
一
棒
『
輸
詢
詢
調
Ｗ

薫難
輸
餅
』
鯛
釉
騨
ぽ

心
地
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

ろ
が

、
在
地
支

配

に
当

た

っ
／
ω

は
馬
屋
原
氏

で
の
＼
た
。

備
名
区
）。
油
木
八
幡
神
社
（現
油
木
町
）所
蔵
の
大
設
若
経
第
二
三
〇

巻
奥
書
（嘔
安
七
年
記
）に

「備
後
志
摩
利
庄
上
保
」
、
康
正
三
年
造
内

裏
段
銭
丼
国
役
引
付
に

「
五
貫
文
（中
略
）伊
勢
備
後
入
道
殿
“
後
国
志

率
利
圧
段
鎖
」
と
み
え
、
「親
元
日
記
別
録
」
政
所
賦
銘
引
付
に

一
、
伊
勢
七
郎
右
衛
門
尉
貞
に
降
曖
酢
五
廿
三

知
行
分
隋
後
国
志
摩
利
圧
代
富
嬌
中
国
荏
原
地
下
人
守

護
被
富
平
井
安
芸
守
号
′有
〓過
上
一
去
々
年
極
月
於
〓路

甕
睾
一一一一一一鋒
語
鋼
酬
娼弊

一余
）の
四
ヵ
村
で
あ
り
、
「
寛
文
朱
印
留
」
で
も
同
様
、
元
禄

一
三

一年
■
七
〇
〇
）の
備
前
検
地
帳
以
降
小
畠
村
（七
七
五
石
余
二

村
と
し

て
高
付
さ
れ
る
。
お
そ
ら
く
寛
文

一
〇
年
代
の
絆
地
詰
実
施
頃
に

一
村

と
な

っ
た
も

の

‐
で
あ
ら
ｂ
ド
福

山
藩
水
野
氏
断
絶
後

は
幕
府

領
、
事
保
二
年
ミ
ぞ

一
ｔ
）豊
前
中
津
藩
曰
老
な
り
、
以
後
嬌
後
所

在
の
中
津
藩
領
夕
治
あ

る
代
富
所
が
当
地
体
置
か
れ
た
。

元
和
段
階
の
村
名
は
い
ま
地
名
と
し
て
は
伝
わ
ら
な
い
が
、
坂

屋
（酒
星
了

折
口
・
末
元
は
家
号
と
し
て
残
り
、
小
字
名
に
政
行
・

一中一一一一一一一一［中̈一̈鰤」̈榊̈」一中中〉

現
在
は
町
役
場
そ
の
他
の
諸
機
関
が
あ
り
、
三
和
町
の
中
心
地
と

（和
名
抄
）の
系

譜
を
引
く
荘
園
。
小
畠
を

ん
だ
と
い
。２
西
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〇
三
和
町
小
畠

固
屋
本

覇　
　
　
】のし，
　

ぃ

ぬ琲
註
一調
鍵
幹
味
糧
酬
輯

０

も
い
う
。
卜
箋
盆

五
〇

メ
ー
ト
ル
前
後
の
丘
陵
に
囲
ま
れ
た
最
高
所
に
あ
り
、
亀
石
・

平
忠

・
小
畠
な
ど
の
集
落
に
対
す
る
見
通
し
は
き
わ
め
て
よ
い
。

遺
構
は
小
畠
盆
地
と
は
低
丘
陵
と
谷
で
面
さ
れ
た
南
北

二
つ
の
峰

に
広
が
る
が
、
人
工
の
跡
が
頭
著
な
の
は
北
半
分
の
峰
で
、
鞍
部

は
五
条
の
空
堀
と
そ
れ
ら
に
決
は
れ
た
四
条
の
土
塁
と
で
画
し
．一

頂
部

へ
も
削
平
し
て
絶
壁
を
な
し
て
い
る
。
頂
部
の
主
郭
は
六
〇

メ
ー
ト
ル
に
及
び
、
前

・
側
面
に
五
―

一
〇

メ
ー
ト
ル
の
小
郭
が

あ
る
が
、
ほ
ど
ん
ど
単
郭
に
近
い
構
造
で
あ
る
。
西
側
山
風
よ
Ｌ

の
登
山
道
に
は
平
壇
と
土
塁
を
複
合
さ
せ
た
門
の
よ
う
な
郭
が
あ

る
０

が
詢
郵
け
】
椰

山‥屋ゃ
朝
け
輌
め
¨
猜
憫
Ｗ
榔
ぉ
・
び
争
轟
初
代
正
国

り
る
。
ま
た
北
方
の
谷
沿
い
に
馬

屋
原
氏
の
書
提
寺
都
慇
寺
が
あ
ヶ
、
そ
の
旧
境
内
に
は
多
数
の
五

輪
塔
が
あ
る
「
土
居
（居
館
）跡
は
確
認
さ
れ
な
い
が
、
土
居
娃
の
家

は
現
存
す
る
。
竜
王
山
城
ば
わ

け
一
一
“
¨

卸
¨
中
い
け
〕
い

と ノレ

の
距
離
に
位
置
し
、
そ
の
形
式
（

思
わ
れ
る
。

築
城
の
経
緯
に
は
不
明
の
部
分
が
多
い
が
、
「西
備
名
区
」
は
初

代
城
主
を
馬
屋
原
但
馬
守
正
国
と
し

「
大
内
旗
下
、
永
■
年
中
、

上
村
有
井
城
に
あ
め
、
大
永
■
年
能
救
山
岩
屋
寺
建
立
す
、
其
頃

雲
州
尼
子
ヾ

防
州
大
内
家
と
は
後
国
を
争
ひ
し
ば
／
ヽ
戦

へ
と
も

勝
敗
決
せ
ず
、
其
固
暫
、
層
子
に
従
ふ
、
舎
玩
政
、
大
内
家
に
従

は
ん
と
す
、
故
に
不
和
の
事
お
く
り
正
国
有
井
城
々
去
て
平
川
に

寓
居
ず
、
平
川
、
毛
利
家
に
属
し
功
あ
り
、
毛
利
家
に
断
り
正
国

を
志
奉
利
に
か
へ
す
、
故
、
元
政
ヽ
電
利
家
に
従
ふ
、
因
′舷
正
国
ヽ

当
城
を
築
き
て
移
れ
ｏ
」
と
記
し
、́
以
後
の
城
■
と
し
て
宗
治
―

正
戒
一減
広
一―
元
正
―
春
時
（工
春
）―
重
頼
を
あ
げ
る
ぃ
　
　

´

（淵

翻

Ｖ

獅

箋

甲

≫

望

縁

沐
″
哺
臥
α
袋
響
り
勧
話
Ｖ
た
と
い
い
、
祭
神
は
応
神
天
皇
ほ
か
。

り
、
南
に
延
び
る
伎
尾
根
上
に
居
館
跡
が
あ
る
。
山
の
南
北
方
向

と
西
方
に
延
び
ろ
頂
部
平
坦
面
お
よ
び
南
斜
面
に
郭
を
配
し
（計
六

郭
）、
背
後
の
薇
部
を
掘
切
っ
て
城
郭
を
独
立
ざ
せ
て
い
る
。
頂
部

の
郭
群
は
放
射
状
に
各
々
ニ
ー

一
〇
メ
に
ト
ル
の
比
高
を
も
っ
て

運
な
り
、
法
面
は
盛
土
、
削
平
に
よ
り
急
崚
な
絶
壁
を
な
し
て
い

る
。
居
館
は
小
畠
集
落
か
ら
の
比
高
差
四
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
あ

は「一」銀は制秤槃』藤い一智』利一相〔「判″」［け

土
居
組
と
よ
ん
で
お
り
、
土
居
姓
の
家
も
あ
る
の
で
別
に
居
館
が

ぁ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
近、岬
の
熱
留
却
熱
一Ｆ
耐
魚
土ｔ，翻
「

砧
ス
ぼ
裂
聟
υ
り
動
「
熱
鑽
「′颯
宋
η
瀾
船
小
ば
悧
り

上
し
た
。野

鮨
輩
獅
辟

難
濯
筆
曜
騨
藝

の代官ｋ訂任されている。のぅ憲Ｊ諷副耐贔副ａ認ｗ沿スノ

攣
畢

声

“ｌ

和
憂

愚

ゴ

詢

中

心

で

あ

つ
た

と

思

わ

れ

る

。

荒
廃

、」
備
後
北
部
の
か

勲
匡
地
頭
山
内
通

ノ
イ

が
た
仁
二
年
■

一
九

Ｌ
）に
再
興
し
た
と
伝
え
，″
７

照
０
臓
鳳
い
晨
退
し
た
が
大
永
七
年

■
五
一一ｔ
）九
鬼
城
主
馬
塁
Ｔ
正
国
が
再
建
し
詢
壼
寺
と
し
た
。、高

馬
握
原
低

一
族

の
も

の
と
伝
え

る
。
ま

た
正
国

以
下
五
代

の
位
牌

が
伝
わ
り

、
現
山
門
は
九
鬼
域
の
城
門

を
移

し

た
も
の

と

い
う
。

』諏
醸
鋪
舞
鞘
確

憫一
”屋
原
氏

は
源
義

家
の
弟
義
綱

が

一原
を
名
乗

っ
た
の

に
は
じ
ま
り

、

左
衛
門
大
夫
光
忠
（層
Ｌ
四
年
八
月

一́百

没
）の
代

に
初

め
て
備
後
国
神

石
部

に
来
住

し
て
城
を
構

え
た
と
す

‐ろ
ｒ
馬
屋
原

氏

一
族

が
城
主

で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
が
ハ
筆
「細
は
わ
か
らノて

い
。
な
お

は
力
島
α
ヲ
ロ
瓢
ど
う
瀞
測
鋤
嵐
烈
り
熟
翌
却
弧闘

着
Ｌ
覇
要
Ｌ
義
綺
卜
〓
勝
Ｌ
範
可
疇
魂
喫
一封
憑
瓢
り
万

卜
婦
問
罪
一評
一

びヽ
た
び
火
災
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鱚
郡
ダ
な
鬱
響

支
峰
に
よ
っ
て
囲
ま
れ
る
山
村
。
西
南
か
ら
北
東
に
流
れ
る
阿
下

轟
一
¨
一
一
一
“
一
｛
一
一
一
一
一
¨
一
一
中
輌
¨
一
一
】
一
一

す
鳩
握
な
ど
の
地
名
が
み
ら
れ
る
。
元
和
五
年
■
人
一
九
）の
確
後

鬱
知
行
帳
で
は
一
五
八
〓
余
、
元
禄
一
三
年
■
七
〇
〇
）の
鋳
前
検

地
で
二
七
八
〓
余
と
な
る
。
福
山
霧
水
野
象
断
絶
後
は
幕
府
領
、

鐘
に斐
註
禦
蛹
い犠鵠
許
藤響螺

明
。
寺
院
は
な
い
。

念
轟
鋼
中
〉

神
石
釘
境

に
位
置

し
、
郡
汗

一
の
高
峰

。
（機
揃
）

三

五

メ
ー
ト

ル
．
近
量

に
は

「
塁
攀
山
」
と
認
し
、
「
西
嬌
名
区
」
は

「
鏡
山
近

郷

の
高
山

に
て
竜
山

、
簸
山

に
亜
く
、
此
峰
よ
り
雲
伯

の

山

々
銀
下

に
見

へ
績
れ
り
、嶺

に
堂
宇

あ
り

、運

一
満
虚
空
蔵
蓄
薩

を
安
置

ず
、
二
月

十
四
日
法
式

あ
り
、
貴
賤
葬

参
し
て
市
を
な
せ

り
」

と
記
す
。
山
頂

か
ら
は
瀬
戸
内
海
を
望
む

こ
と
も

で
き
る
。

宙

く‐
か
ら

神
肇
嶼

さ
れ
、
個
饉

の
対
象

と
し
て
崇
望

さ
ね

た
ら

の
山

に
と
ど
ま

っ
た
こ
と
が

あ
る
と

い
い
、
平

安
時
代
初
期

か
ら

真
言
僧

が
住
ん
で

い
た
と
伝

え
ら
れ

る
。
こ
れ
ら
は
伝
説
と
思

ゎ

れ
る
が

、
縁
ム
朝
轡
瓢
照
制
祗
翼
暉
輸
軍
が
あ

っ
た
こ
と
は
、
近

こ
漁
癬
幽
）
義
磁
質
県
神
埼
ぶ
永
瀬
■
町
）
の
贈
ハ
ロ
ロ
ツ
登
山
し
て

「
遊

邑
攀
山
僧
舎
」
と
題
す
る
詩
を
縁
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
も
知
れ
る
。

文
明
年
中
堂

四
・ハ
九
―
八
七
）
に
は
山
腹

に
薬
言

寺
院
が
営

ま

れ

て

い
た
と
伝
え
、
そ
の
後
退
転

し
て

い
た
が
延
宝
年
轟
〓

六
菫
・下

八

こ

に
再

び
窯
言

嵯
が
山
上

に
住
む
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う

。
「
西

嬢
名
区
」

に

い
う
堂
字
で
あ
ろ
う
．

甲

て
い
る
。
豊
前
中
津
藩
の

は
〓
卿
一ハ
警
０
蜃
醤
尋
″
五ヽ

房

尋

崎
戦
冨
鋤
猟
婦
鴨
「
釦
襲
α
Ｏ
鵡
覆
Ｙ
ま
た
山
上

９
⊇
勲
満
鞍
認
槻
費
政
載
Я
ぞ
窓
ゴ
５
５
３
私
る
ボ

ゑ

村

田
氏
記
録

「沖
石
都
轟
ヽ
所
収
）。
な
お
由
頂
の
小
堂
は
廃
屋
で
あ
る

が
、
そ
の

一
部
が
現
存
し
て
い
る
。

鵡

酢

恥

輛

星

懸

敷

暦

ξ

彎

村
域

は
薦
北

に
長
く

、
中

央
部

を
西

城
路
が
南
北

に
通
る
。
西

城

路
の
大
部
分

は
現
在
県

這
新

市
―
七
由

―
西
城
線
と
な

っ
て

い
る

が

、
高
涯
―
木

津
和

陽

は
鱈
見
を
迂
回
す
る
よ
う
に
付
替
え
ら
れ

、

疇
来

の
選
筋

と
は
変
化

し
て

い
る
。
木
津
機

の
南
端

、
購
道
沿

い

に
古
道

の
地
名

が
あ
る
。
村
城
内

に
杉
経
谷

・
馬
の
谷

・
木
馨
和

・

大
成

な
ど
の
古
螢
詳
が
あ
る
。
元
和
五
年
■

六

一
九
）
の
薦
後
国

知

行
帳

に
は

「
吉
和
村
」
（
〓
里

〓

一石
余
）
と

み
え

、
「
蒐
文
朱
印
留

」

で
も
同
表
記

、
元
録

一
三
年
■

七
〇
０
）
の
鍵
前
検
鮨
帳
以
降
木
津

和
村

と
な
る
（高
五
四
九
百
余
）。
饉
山
藩
水
野
家
断
鑢
後
は
幕
府
讚

、

享
保

二
年
二

七

一
七
）
以
降
豊
前
日
中
津
藩
領

。

古
道
の
城
山

に
本

津
和
城
跡
が
あ
り

、
彙
頂

に
二
段

の
郭
が
認

め
ら
れ
る
。
伝

え
で
は
木

津
和
氏

が
代

々
層
城

し
た
と

い
い
、
初

代
太
郎
興
助
が
源
額
朝

よ
り
神
石
郡
司

に
錘

じ
ら
れ

、
承
久
の
乱

に
戦
勢

が
あ

っ
た
と

い
う

（神
石
轟
誌
）
。
頼
朝

の
頃
の
在
郷
武
士
と

し
て
の
郡
司
な
ど
は
考
え
ら
れ
ず

、
承

久
の
乱
後
の
新
補
地
頭

か
。

駿
河
の
艦
族
木
津
鍮
氏

と
の
縄
係
も
考
え
ら
れ

る
が

、
む
し
ろ
在

地
土
豪
が
な
ん
ら

か
の
形

で
鎌
ま

と
関
係
を
も
ち
成
長

し
て

い

っ

た
と
み
る
の
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
木
津
和
氏

は
室
町
時
代
末

ま
で

在
城

、
嬌
流

は
毛
利
氏

に
従

っ
て
山

ロ

ヘ
移

っ
た
と
艦
え

る
が
、

庶
流
は
週
量
に
も
在
地
し
て
盛
屋
を
動
め
た
。
城
由
の
題
に
木
津

和
氏
の
屋
致
が
あ
る
が
、
土
署
の
地
名
は
伝
わ
ら
な
い
。
村
域
内

・に
配
鮨
盛
・
織
静
鮮
・
■
静
ぶ

・
鉦
帥
な
の
車
内
名
が
残
る
。

一　

鎮
守
は
本
津
和

興
助
が
由
城
石
清
水

八
饉
富
の
分
霊

を
動
請

し

た
と
伝
え
る
八
幡
神
社

、
寺
繍

に
応
永

二
年
二
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Ｌ
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余
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鶴
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。
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Ю^IKヽ 紙綱《Юパ さ駄バも属ヾ望属制vで 菜器驀沢判D口 軍ぉ口載・楓
巨攣 Ю

^°「くぐ郡 名゛ わ Ю博
′ 課 ギ 締 眠代 く vゃ c′  回こ 嬌 K ttEE J・ 緬 J・蜘 QJ里 匝 N斑

■ 7■ 6卜」 判氣 。嗅 製 ^°         6口 直 くょょ QJ翠 騒 ζ鯛 もヽ oЮ 、° 1画慧¨

兵
｀
        k、 ■烹ζttЪ Ю′o^・       ■Yヒ Lヽ′ 川匿くさ

十日榎里名P喘 kヽ 難誼 ミヽ」嚇鮨鼻ぃ通」。梨
^。

|ギ

|′

|′

く絆 Q榊 こ側撃 歯壼ま晋週 泌く貯書悴
0

く 鴫●酬∨礎却くぽ晏撃眸
°

絆く Q終 |1留 Q騒 黙 K Qttc O V´ 鞠わ劇く(善 要α N雲 o望 理覇請賦督壼ャぽ善螂眸・

α蜘廿Щ Qc望 無歯´贈(■ 轟尽 麟ヨぽ■撃締
°

伴咄 Q運 塁駁墨期sQ騒 く書距饉蹄・

件く Q撫 塁こ快 ■゛版瓢 s(掌 報 酬く臣員蝠静・

伴囲 Qこ 悔週選 壼 1く +軽
“

。 バJQ榊 副こ誕樹 整涎尋
=撃

諄
°

廿咄韓翠 Ю tt IE罫 抹薫 ζ濯ヨ駆韓性 KE‐ 題 ■6壊 単●や刊
=書

巨豪掌 蹄
°

輝悧紫件嘲 Qこ 薫紫 里僣く 悠0眠 口 ^ぽ 薔螂姉
°   ‐

廿口 Q【 ま韓盤

“

NK海 ぽ導軽
′

(々
“

運証翠撃 ´ oこ 日盤 壼 シこぐ箪
`翠

肇 ■ミ こ

華氷篭障ぽ輝曇t辣 世 1市COこ 狐書 →題姦撃もIE Iギ 軍 ミ颯電長主・

111ふ
=無

ポ 抹 (樹 こ

ゼ仁ミ唱準望名誉Ю似濡部RQば に締褐Qミ 」・

溝米+1博望オ!!|ま  ゼ 位 = 巨  翡 〔ヽ斗く|IN71く

'ヤ

|く ま   EE *ヨ  旺二 重 J〈 海

`E I博やすやま   E   覇 状 沖 年 経

K日嘲 E  熙 ‖1旨

E 騒 曖 継 +書

軽ミ縮Ц咄 書 式 距 串

尋鵬樹 郷 ヨ

“

蛛 趣

E =J lll卜 墾

製菫く:翠 糞 |く 鴎‖ど  こ理製く量く製 |:

曰
´

E く博くオ||1煮

E く博1く オロま

匡 く諄‖オ望ま

回 く博Ч十望ま

[コ  |く 脚7月
'ヤ

E lく 博‖十

EEE  = 置 準 ギ

tREEt= ミュ こヽ 卜慣 1(

減 R翠 む 懸 桜 護

E  晏 ヨ 呵 ||1置

E   E く口 属ぎ ‖C

E轟議 長 ヨ lR ‖1

演 tll・ に 量 く 製 +く く 躍 目 減
′ (暦 こ ギ 佃

=く
く 鴎 11霞′ 勲 匝 t壼 く 製 |く・鴎 ‖ 霞 Q似 梃

^・

=砥 枢 ―

`卜
ヽ 1:く

!



´―

_

、 黒い雨 )く ろいあめ 井伏委二の長編 |

i「藝曇:I、増撃お賃唇
■1二 :潮 社から出版され

■ヨた.連載時から本格

き出され、途中から「 黒い雨」に改題され |

た。この改題は、姪の縁談にまつわる悲劇

を後遺症の問題 として描 こうとした次元か :

ら、それをもたらした原爆体験その ものの
|

文撃イヒヘと、昨者内部の関心の深まりによ

って作品の重心がな移 してきた経緯を物語

っている。戦後 5年たった現在、小昌村に

住むミノゝ3Q國り唾t峻こ同居 している姪

の矢須子の結婚話がはかばかしく進まない

ことで心を悩ませていた。彼女が広島市内

で被爆 したといううわさのあるためであ

る。仲人から、原爆投下 日以後の彼女の足

どりについて問い合わせが来る。重松は、

事実をもってそれに答えようと、矢須子の

日記を浄書して彼女が市中にいなかったこ

とを証明しようとする。さらに、直接被爆

した重松が軽い原爆症ながらも息災なのは

姪の安全を何より保証するものと考え、自

分の「被爆日記」の清書にもとりかかる。 |

清書の進行につれて重松の脳中には、小畠

村ののどかで美しい自然とは対理的な、被

爆直後の妻惨な光景がよみがたってくる。

が、清書作業も完了間近になったとき、突

如として矢須子は発病 してしまう。「黒い

雨」に浸食されていたのだ。良縁のために

という願いは空しくなったものの、今度は |

彼女を励ますために、奇跡的に健康を取 り

戻した軍医やその夫人の手記までがかり実

められてくる。こうして懸命に原爆の実態
へ迫ろうとする重松は、なおもその清書作

業に没頭することで、矢須子の身にも奇跡

の出現することを念していたのだった。事

実と仮樹の複眼によって、今世紀最大の悲

劇に立ち向かった庶民の姿が冷徹にとらえ

られており、井伏文学の集大成された偉業

として評価が高い。 一井伏瞬二

〈寺横 武夫〉
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し輌調輌』縮請刺螺〕朝懸御桐“「地で、狭い谷に延びる低丘陵の先端を利用

位
置
的
に
は
小
昌
の
盆
地
か
ら
西
に
延
び
る
支
谷
が
さ
ら
に
細
か
く
分
か
れ
る
分
岐
点
先

端
の
低
丘
陵
上
に
あ
り
、
周
辺
の
可
耕
地
も
広
く
な
く
、
そ
の
比
高
も
二
〇
ｍ
前
後
と
低
い

た
め
、
展
望
は
ほ
と
ん
ど
閉
ぎ
さ
れ
て
い
る
。

満
璽

饉

ざ

×

孵

井
量
は

一
族
の
民
館
と
し
て
使
用
さ
れ
た
ら
し
い
。

城
郭
の
遺
構
は
、
低
丘
陵
先
端
部
を
減
い
空
堀
で
区
切
り
、
上
部
ど
削
平
し
て
お
り
、
中

心
部
の
主
郭
が
長
ご
約
四
〇
ｍ
と
長
六
な
の
に
対
し
、
他
の
郭
は
狭
く
前
万
に
階
段
状
に
並

ん
で
お
り
、
居
館
的
要
素
が
強
い
。
な
お
主
郭
の
北
端
に
は
物
見
台
状
に
段
が
つ
け
て
あ
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
団
置
・／
〓
地
ィ
用
機
ど

，
に
‘
切
れ
，■
刻
渕
油
デ
の
で
あ
り
、
耕
地
も

狭
く
一
域
の
守
り
も
弱
い
こ
と
か
ら
、
室‐町
申
代
前
半
蟻
証
ゆ
ヒ
姜
的
語
や
か
な
貯
財
α
瑠

と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

③
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き
時
代

⑥
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①
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．
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四 最
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堀
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神

石

都
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和

町

小

昌

　

②

壇

　

Ｏ

Ｏ
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Ｉ

Ｏ
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〇

〇

工

Ｘ

一
〇

〇

口

、

標

高

五

三

〇

Ｅ

龍
三
山
城
は
、
小
昌
盆
地
の
南
側
を
画
す
る
丘
陵
の
定
端
に
立
地
す
る
山
城
で
、
文
献
で

は
明
ら
か
で
な
い
が
、
馬
屋
原
氏
の
九
鬼
城
の
出
城
で
あ
っ
た
と
い
う
伝
承
が
あ
る
。

城
の
遺
構
は
、
二
陵
の
南
側
背
後
を
掘
り
切
っ
て
城
域
と
し
、
頂
上
部
を
三
段
に
削
平
し

て
い
る
。
各
郭
は
比
較
的
大
き
く
と
っ
て
い
る
が
、
城
全
体
の
規
模
は
小
さ
く
、
小
昌
集
落

の
側
は
川
で
区
切
ら
れ
て
、
天
然
の
濠
を
な
し
て
い
る
。

〃
日
の
晨
雪
が
非
常
に
ご
い
こ
と
か
ら
み
て
、
小
昌
盆
地
を
支
配
す
る
城
郭
と
い
う
よ
り

も
、
見
壼
り
ま
計
鰯
ど
は
た′，知
剋
目
嶽
ぶ
ば
ば
ロ
ヨ
城
α
出
域
で
あ
つ
た
も
の
と
考
え
ら
れ

一つ。
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③

べ
水
七
年
含

二
一
一
七
）

０
郭

・
奎
堀

・
門

・
土
墨

比
高

一
四
〇

■
　
・◎
９
１
１

（
辞

難

薇

隋

趾

稀

絣

饗

舞

○
―

一
〇
〇
口
）
丘
陵
に
日
ま
れ
て
お
り
、
ど
の
方
向
か
ら
も
直
接
に
は
登
域
で
き
な
い
位

置
に
あ
た
っ
て
い
る
。
ま
た
山
容
に
つ
い
て
は
、
山
間
に
あ
り
な
が
ヶ
周
辺
で
は
も
っ
ど

，
．

高
い
山
で
見
通
し
は
よ
く
、
周
囲
約

一
〇
ｂ
を
見
渡
す
こ
と
が
で
き
る
。

城
の
経
線
に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
も
多
い
が
、
大
永
七
年
、
風
刊
鱒
に
属
し
だ
尋
ヨ
震

分

に
と
大
ハ
響
力
「
で
生
●
メ
夕ヽ
ど
「
製
卿
Ｅ
邸
ど
が
争
い
、
正
国
が
尼
子
氏
と
の
戦
い
で

の
功
セ
認
め
ら
れ
て
一
族
の
有
井
城
か
ら
移
っ
て
築
城
し
た
の
が
最
初
と
い
わ
れ
て
い
る
。

と
こ
ろ
が
、
九
鬼
城
二
六
体
い
の
代
に
は
、　
一
時
、
尼
子
方
．に
黛
摯
〓
わ
れ
、
ヨ
終
肝
鵬
▼
こ

街
門
大
夫
は
、
天
文
三
年
（
〓
■
「一四
）
ｄ
署
利
氏
に
よ
′，ｄ
新
市
魯
・寿
山
城
攻
め
の
際
に
は
、

需
昌
劇

「
漁
ば
コ
ふ
ス̈
暉
局
Ｌ
で
〕
な
が
け
ヽ
宮
氏
が
昔
の
一
族
で
あ
る
と
い
う
こ
と
か
ら

城
の
道
溝
は
、
小
畠
盆
地
と
は
低
丘
陵
と
谷
と
で
画
さ
れ
た
南
北
二
つ
の
峰
か
ら
な
る
丘

竣
上
全
面
に
広
が
る
が
、
こ
の
う
ち
人
工
が
加
え
ら
れ
た
こ
と
が
顕
著
な
の
は
北
半
部
の
蜂

で
，
背
後
は
鞍
部
に
遣
ら
れ
た
五
条
の
空
堀
と
、
そ
れ
ら
に
決
ま
れ
た
四
条
の
上
塁
と
で
画

し
、
そ
こ
か
ら
頂
部
へ
は
料
面
を
急
に
削
り
落
と
し
て
絶
壁
と
し
て
い
る
。
頂
部
は
背
後
に

上
塁
ヤ
｝も
っ
た
長
ぎ
六
Ｃ
叫
ぶ
み
夕
景
大
な
郭
（主
郭
）
と
、
そ
の
前

・
側
面
に
幅
五
―

一
〇

ｍ
の
小
郭
を
配
し
て
い
る
が
、
そ
れ
以
外
に
は
郭
は
な
く
、
単
郭
に
近
い
構
造
と
な
っ
て
い

る
。
な
お
、
背
後
の
空
堀
か
ら
西
側
山
題
に
か
け
て
は
登
山
道
が
続
き
、
そ
の
途
中
に
は
通

勘
こ
η
崎
４
ゴ
ヨ
払
榎
窃
↓
毬
で
門
の
出
メ
饉
Ｌ
な
報
が
あ
り
ヽ
さ
ら
に
、
下
に
も
比
較
的

大
き
な
郭
が
道
沿
い
に
運
な
っ
て
い
る
。
こ
の
登
山
道
こ
そ
往
時
の
大
手
道
で
あ
っ
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

九
元
城
の

ヽ
周
辺
は
、
西
側
の
小
昌
集
落
と
は
低
丘
陵
や
谷
で
画
さ
れ
、
東
側
に
は
丘
陵
が

続
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
平
地
に
は
直
接
面
し
て
い
な
い
が
、
小
畠
盆
地
と
背
景
と
し
た
城

で
あ
る
こ
と
は
明
日
で
、
盆
地
を
決
ん
だ
東
北
方
に
は
、
同
じ
馬
屋
原
氏
の
固
屋
城
、
東
方

籠
匁
鍵
数
夕̈
たら，輝
鶴
翼
馨
一瘤れ知』薪

り
、
そ
の
旧
境
内
に
は
多
数
の
石
造
五
輪
塔
群
が
あ
る
。
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わ
せ
て
小
畠
地
域
を
め
ぐ
る
馬
屋
原
氏
の
支
配
を
固
め
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

城
の
経
緯
に
つ
い
て
は
明
ら
　
コ
Ⅳ
“

か
で
な
い
が
、
志
摩
利
馬
屋
原

一
一
時
〕
一
一
一
¨
一
』
一
一

て
、
の
ち
に
城
郭
と
し
た
も
の

で
、
系
統
か
ら
す
る
と
分
家
筋

の
城
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、

有
井

・
九
鬼
の
両
城
と
互
い
に

中織い̈
却〓綸潤躙「「〕ン

一
族
の
う
ち
で
は
、
か
な
り
刀

と
も

っ
て
い
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
．

固
屋
城
は
、
小
畠
集
落
北
西

部
の
真
上
に
あ
る
独
立
丘
陵
状

の
山
今
５
と
城
郭
と
し
た
も
の

で
、
南
に
延
び
る
支
尾
根
上
に

曇璽馨5｀冒募云貰暑⑤
山
嗜爆
（
関
回
口
）
と
も
つ
て
い
る
。
館
跡
は
平
地

か
ら
の
比
高
二
〇
―
三
〇
口
の
低

三
段
に
削
平
し
た
も
の
で
、
背
後
は
薬
研
の
空
堀
を
深
く
し
、
交
通
と
さ
え
ぎ
つ
て

山
の
南
北
万
向
と
西
万
に
延
び
る
頂
部
平
坦
面
と
南
の
登
山
道
沿
い
に
郭
を
記
し
、

鞍
部
を
堀
切
と
し
て
全
体̈
を
独
立
丘
陵
状
に
し
た
も
の
で
あ
る
。
頂
部
の
郭
詳
は
、

不
丸
と
思
わ
れ
る

一
郭
か
ら
南

・
北

・
西
方
向
へ
放
射
状
に
そ
れ
そ
れ
二
―

一
〇
ロ

を
も
っ
て
郭
を
遵
ね
て
お
り
、
そ
れ
そ
れ
の
溜
面
は
、
盛
土
と
削
平
に
よ
り
急
崚
な

な
し
、
ゎ
バ
リ
カ
話
溜
輝
築
城
工
事
が
行
な
わ
れ
た
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
．
本
丸
に

も
存
在
す
る
こ
と
か
ら
ぬ
［
「
嘲
切
Ｙ
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
な
お
、

一日
斜
面
に

は
、
傾
斜
の
ゆ
る
い
尾
根
上
を
若
千
削

っ
て
平
ら
に
し
た
だ
け
の
も
の
で
あ
り
、
頂

ほ
ど
に
は
整

っ
て
い
な
い
。

ヱθ 龍王山城よりみた固屋城

20 固屋城要図
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つョ̈駆一

た
　
五
メ
ー
ト
ル
。
近
世
に
は

「塁
攀
山
」
と
記
し
、
「西
婦
名
区
」

「比
山
近
郷
の
高
山
に
て
電
山
、
最
山
に
亜
く
、
此
妊
よ
り
雲
伯
の

山
々
眼
下
に
見
へ
疲
れ
り
、嶺
に
堂
字
あ
り
薔
崚
一
満
虚
空
蔵
薔
薩

を
安
蹟
ず
、
正
月
十
四
日
法
式
あ
り
、
貴
寝
群
参
し
て
市
を
な
せ

翼

墟

』
癖

罐

憲

筆

と
い
う
霊
異
が
あ
り
、
孝
徳
え
三
は
役
小
角
に
こ
れ
を
見
届
け
さ

せ
た
だ
け
で
な
く
自
ら
も
登
山
、
つ
い
で
当
粛
寿
ヨ
い
征
彗
ど
と

も
に
登
詣
し
た
と
い
う
徐

語
）
あ
る
（「
星
居
山
由
来
記
写
」
■
松
文
宏

」０

３

尋
山
既
泰
貢

勇
Ｉ
絆
市
あ

産
つ
と

氏
蔵
）。
法
道
仙
人
、

の

山

に

と

ど

ま

っ
た

こ

と

が

あ

る

と

い

い

真

言

僧

が

住

ん

で

い

た

と

伝

え

ら

れ

る

。

開

拓

者

た

ち

神
話
や
伝
説
は
と
も
か
く
と
ｔ
て
ヽ
実
際
に
神
石
計
に
私
た
ち

・
の
組
先
が
住
み
つ
い
た
の
は
い
つ
ご
ろ
か
ら
で
あ
ろ
う
か
。

一蠍
一
『
い
一
一
』
¨
「
壽
一
竹
讐
“
¨
い
中
一
一
一
一
一
一
¨
一
呻

・ず
と
の
間
き
込
み
で
行

っ
て
見
る
と
、
須
恵
器
や
直
刀
に
ま
じ
っ

て
赤
い
素
焼
き
の
土
器
の
つ
ば
、
高
不
が
あ
り
、
古
墳
を
く
ず
し

た
と
き
出
て
き
た
も
の
と
い
わ
れ
て
い
た
が
、
こ
の
赤
い
つ
ぼ
は

弥
生
後
期
の
も
の
、
下

っ
て
も
土
師
器
の
初
期
こ
れ
が
横
穴
式
石

室
の
中
か
ら
出
て
き
た
例
は
な
い
ｏ
も
し
同
じ
場
所
か
ら
出
た
も

の
と
す
る
と
、
こ
の
ク
ラ
ブ
建
築
地
が
か
つ
て
三
、
四
世
紀
ご
ろ

に
弥
生
の
居
住
地
と
な

っ
て
い
て
、
六
、
七
世
紀
ご
ろ
に
同
じ
土

地
に
古
墳
が
形
成
さ
れ
て
、
こ
の
石
室
内
に
す
え
器
や
、
直
刀
が

副
葬
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
ほ
か
な
い
。

、
平
安
時
代
初
期
か
ら

こ
れ
ら
は
伝
説
と
思
わ

一
一
¨
」
一
「

一

一『

智

轟

獅

一

一

『

｝

や

一

紋

一

“

』

嗜

「

文
明
年
中
〓

四
六
九
―
八
ヒ
）
に
は
山
腹

に
真
言
寺
院

が
営

訂
れ

て

い
た
と
伝
え
、
そ
の
後
退
転
し
て

い
た
が
延
宝
年
間
二

人
Ｌ
一Ｔ

八

こ

墨
尋
び
真
言
僧
が
山
上

に
住
む
よ
う

に
な

っ
た
と

い
う

ｏ
「
西

峙
』
樺
叶
籠

い
¨
権
鮮
漱

・』
年
』
¨

東
麗
に
続
く
位
置

に
あ

っ
て
、

一
一
¨
沖
一
¨
一
一
一
一
い
一
¨
一
¨
一

一
¨
一
一
｛

一

一
］
一

石‐
の
日

か
、
里
言
山
管
理
料

と
し
て
金

二
Ｇ
Ｑ
疋

働
―
〓

“
山

茸

の
マ
言
督

て
蒔
雨

の
折
再
料

と
し
て
金

一
面

を
寄
付

し
ヽ
げ

る
（付

田
氏
「”録

「神
百
認
主
」
所
収
）
。

な
お
山
頂

の
小

堂

は
廃
屋

で

あ
る

が
ｒ

・そ
の

一
部
が
現
存
し
て

い
る
。

星居山 はじのこゃ盲 神石認菫鳥町
にあつて高ぎ

“

5m、 都中第一の高崚でぁ

皇:当 Ef｀ こ竃『 菖壁F層鷹「 彗曇F施
中、7B州 の諸山を、海を隔てては議子の
山々を煙霞模糊のうちに収める。山頂には

「る。このラは
=徳

天

T曇 奄 悲 螺 窪 ぶ 誰

…

        きヽ

ラモ黄目こQ兵二迦塩聾こ異上し夏典」星
更 々負ゴせたFの ち栄枯盛衰幾変遷、逗:

三年中に真言宗法印の法尭院中興し(Fゐ
寺院 として永聖寺より法儀を執行するにあ

わせて、一方には修肇者ギ院 として住山の
一 ―

―

―

一 ‐   ‐  
― ―

法印より法儀を執行するなど両様鞍 今

日に三る。じ裂 興」む近鞭 故、
3くにモくなOtへ 童宇現存じ今なお参
詣者が多い。       〈赤木 勇夫〉

〆:1:ギt11

1=だ:H
`t群

中央に見える平らな贋上の山ヵ=皇居山

二 和町 川原郷 出上の弥生式土器
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虫送りの行事と

岩屋寺所蔵の大般若経

”中』̈のっ子一一中（̈̈
一興つのと̈

岩
屋
寺
に
参
っ
た
も
の
で
あ
る
。
当
時

〔』期ょ“置はゎ一潮瑯輪口州狗輝

子
供
が
代
り
に
参
ら
さ
れ
る
こ
と
も
多

か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
お
寺
で
は
本
堂

で
和
尚
さ
ん
の
大
般
若
経

（正
確
に
は

大
般
若
波
羅
密
多
経
）
の
読
誦
が
あ
っ

て
、
終
る
と
参
拝
者
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ

幾
枚
か
の
虫
除
け
の
お
札
を
頂
い
て
帰

り
、
竿
の
先
に
峡
ん
で
田
固
に
立
て
虫

害
の
な
い
よ
う
に
祈

っ
た
も
の
で
い
わ

ゅ
都
私
中
畿
］
輩
術
輝
胸
漉
曜
評
師
識

所
蔵
の

（他
の
地
区
で
は
ま
た
そ
の
地

域
の
お
寺
の
）
大
般
若
経
を
持
ち
出
し

て
、
み、
ん
な
で
担
い
で
里
か
ら
里
へ
ど

田
圃
道
を
廻
っ
て
最
後
に
は
村
境
ま
で

虫
を
送
っ
て

（追
っ
た
）
行
っ
た
も
の

だ
そ
う
だ
。（
西
は
小
畠
村
と
上
村
の
村

境
水
舟
の
と
こ
，ヶ
ま
で
、ヽ
東
は
大
矢
と

の
境
拒
で
あ
の
コ
］
ハ
演
習
□
六
召
司

仏
鰹
構
ご
‐と
か
つ
い
で
、
害
虫
を
追
い

払
う
た
め
に
炎
天
下
の
田
田
道
を
チ
ン

力／ム
メ
ン‐
が

ス
鋼
匂
鳴
ま
″
が
ら
何
の

疑
い
も
持
た
ず
に

（内
心
持
っ
て
い
た

の
か
“
鴫
れ
な
い
が
）
大
般
若
経
の
広

大
な
功
徳
を
信
じ
そ
れ
に
よ
っ
て
虫
害

か
ら
免
れ
よ
う
と
練
り
歩
い
た
素
朴
な

虫
送
り
と
い
う
行
事
で
、
と
こ
ろ
に
よ

っ
て
は
そ
の
担
い
だ
お
経
の
下
を
く
ぐ

れ
ば
息
災
延
命
が
得
ら
れ
る
と
い
う
の

で
子
供
達
な
ど
争
っ
て
そ
の
下
を
く
ぐ

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
。

今
は
協
和
採
石
の
採
石
場
と
な
っ
て

跡
形
も

な
く
な
っ
て
い
る
が
岩
屋

ｏ
長

者
原
方
面
か
ら
大
矢
に
通
す
る
旧
道
の

村
境
の
小
さ
な
峠
は
虫
送
り
峠
と
呼
ば

れ
て
い
た
。
聞
け
ば
大
矢
の
方
か
ら
も

こ
の
峠
ま
で
虫
を
送

っ
て
来
た
と
い
う

こ
と
だ
か
ら
何
の
α
ど
は
な
い
お
互
に

書
虫
の
著
動
み
け
で
虫
は
身
の
置
き
ど

こ
ろ
に
困

っ
た
こ
と
だ
ろ
う
。
害
に
な

る
も
の
を
ひ
と
の
方
に
送
る
な
ど
と
は

な
に
ご
と
だ
な
ど
と
今
さ
ら
言
う
ま
い

言
う
必
要
も
な
か
ろ
う
。
そ
し
て
思
う

こ
と
だ
が
こ
れ
が
虫
退
治
や
害
虫
駆
除

で
は
な
く
て

「
虫
送
り
」
で
あ
っ
た
こ

と
、
そ
こ
に
何
か
し
ら
は
の
ぼ
の
と
し

た
も
の
を
覚
え
る
の
は
筆
者
ば
か
り
で

は
あ
る
ま
い
。

こｒ
Ｏ
Ｆ
到
の
各
臓
り，
か
前
記
の
大
般

着
６
会
で
、
大
般
若
ａ
を
か
つ
い
て
聟

る、代
り
に
も
寺
で
和
尚
酎
ん
に
読
講
じ

て
買
っ
て
嵐
劇
い
ヽ
相
Ｊ
島
は
て
田
圃

に
立
て
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
あ
る
。

（
こ
の
行
事
も
戦
後
す
た
れ
た
」
お
寺

で
は
和
尚
さ
ん
が
傍
ら
に
大
般
若
経
の

入
っ
た
ひ
ろ
蓋
の
よ
う
な
箱
を
堆
く
積

ん
で
次
か
ら
次
と
箱
か
ら
出
し
て
パ
ラ

バ
ラ
と
や
る
い
わ
ゆ
る
転
読
を
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
暑
い
時
期
で
は
あ
る
し
今

頃
の
よ
う
に
扇
風
機
な
ど
な
い
し
、
和

尚
さ
ん
は

一
巻
終
る
毎
に
汗
を
拭
い
な

が
ら
の
お
勤
め
で
あ
る
。
奥
さ
ん
が
傍

ら
に
坐

っ
て
大
き
な
国
昴
で
こ
れ
ま
た

一
生
懸
命
風
を
送

っ
て
居
ら
れ
た
姿
が

今
も
鮮
か
に
目
に
浮
か
ぶ
。

麦

一
升
持

っ
て
お
寺
詣
り
な
ど
今
で

は
ち
ょ
っ
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
し
て
立
て
た
お
札
や
か

つ
い
で
廻

っ
た
お
経
の
功
徳
で
田
圃
の

虫
害
を
免
が
れ
た
か
ど
う
か
、
そ
れ
は

今
と
な
っ
て
問
題
に
す
る
必
要
は
な
か

ろ
う
。
晨
薬
も
何
も
な
い
時
代
の
素
朴

な
農
民
の
発
想
か
ら
な
る
ほ
ほ
え
ま
し

い
農
村
行
事
と
し
て
語
り
伝
え
ら
れ
て

よ
い
と
思
う
。

そ
れ
に
つ
い
て
是
非
触
れ
て
置
き
た

い
と
思
う
の
は
前
記
の
岩
屋
寺
所
蔵
の

は
活
版
や
本
版
の
そ
れ

百
巻
全
部
手
書
き
の
も

一
人
の
手
に
な

と
聞

い

蔵
の
大
般
若
経
も
手
書
き
の
も
の
で
あ

る
が
、
こ
れ
は
判
っ
て
い
る
だ
け
で
も

に一一一̈峙一一一いいけ叫書一

書
い
は
三
拝
し
「づ
・懇
い
て
は
三
押
し

フ
熟
一
割
心
血
を
と
い
で
書
写
さ
れ
た

魔卦
趣
響観
蹴

筆
者
は
ま
だ
日
の
あ
た
り
に
見
た
こ
と

は
な
い
の
で
以
上
は
伝
聞
に
過
ぎ
な
い

が
，
近
く
親
し
く
見
せ
頂
く
こ
と
を
現

住
職
に
お
願
い
し
て
い
る
の
で
詳
し
い

話
も
承
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
機

会
が
あ
れ
ば
ま
た
紹
介
申
し
あ
げ
る
こ

と
も
あ
る
や
も
知
れ
な
い
．

文
化
財
保
願
委
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松
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第 30図  亀石神社のほこ うと円形埼

（
か

め

も

）

（鴨
引
引
制
ツ
ひも
と
い
て見
る
と
、天
武

天
皇
二
年
丙
戌
朔
壬
寅
の
条
に

「
備
後
国
司
、

白
雉
を
亀
石
郡
に
獲
え
貢
す
。
当
部
の
課
役
を
こ
と
ご
と
く
免
じ

」隣コ】燎動けげ「」燎むわ翡審い到は一』一に出』輸申

を
進
め
る
。
よ
っ
て
白
鳳
元
年
に
改
め
る
。」
と
書
か
れ
、
奈
良
時

代
の
刃
ヽ
天
皇
の
こ
ろ
に
、
こ
こ
神
石
郡
で
白
い
キ
ジ
を
獲
っ
て

的な颯嘲一一一は］螂わ̈
薇“餃いい〕け」愉鋼刹嗣］）

年
号
も
白
い
キ
ジ
に
ち
な
ん
（
□
園
）
政
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
こ
れ
は
大
へ
ん
な
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
う
し
て

一
躍
神
石
郡

は
日
本
全
国
ヘ
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
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（

走

憲
剤
）

〇
三
和
町
大
矢

′′

一
詐
川
の
谷
沿

い
に
桑
落

が
点
在

。
東

は
井
関
村

、
西

は
小
畠

村

。
元
和

五
年
二

人

一
九
）
の
嬌
後
国
知
行
帳

に
は

「
大
屋
村
」
と

み
え
高

一
二
八
石
余

、
「
寛
文
朱
印
留
」

で
も
同
表
記
、
元
禄

一
三

年
■

し
○
○
）
の
情
前

険

地
帳

以
降
大
矢
村
（
高

一
四
九
百
余
ア
ヽ
な

る
。
福
山
藩
水
葺
氏
断
絶
後

は
暮
府
領

、
嘉
永

六
年
二

八
五
一こ
福

山
藩
主
阿
部
氏

の
加
増

地
と
な
る

。
こ
の
時
は

一
四
九
石
余

の
元

高
の
ほ
か
五
升

二
合

の
新

田
高
が
付
加

さ
れ
て

い
る
。
小

宇
名

は

聾

地
わ
勘
脈

で
あ
る
小
田
川
を
基
準

に
、
上
大
矢

・
下
大
矢

、
鵬

南

・
川
北

な
ど
自
然
条
件

に
よ
る
も

の
が
多

い
。

（岩
繭
詢
碑

一

囃
“

撃
け
秘
わ
師
け
却

〔
印
神
】
わ
」
「
け
一
晰
』

治
生
間

■

一
九
九
―

〓

一〇

こ

の
創
建
、
も
と
天
台
宗
で
あ

っ
た
が

大
顧

寺
三
世
覚

国
の
弟
存
党
の
巡
賜

の
際

、
真
宗

に
改
宗
し
た
と

伝
え
る
。
大
矢
城
主
川
上

歪
之
進
が
永
禄

二
年
二

五
五
九
）安
田
と

頂
南
西
面

に
高
さ

一
メ
ー
ト

ル
余

、
長

さ
五

メ
ー
ト

ル
ほ
ど

の
石

垣
が
残

ろ
が

、
頂
上

の
郭

を
と
り
ま
く
な

垣

マ
あ

っ
た
と
思
わ
れ

フ
う

。一鶴
襲
憂
装
）埃
悔
鰐
馘

谷
の
岩
屋
地
域

へ
の
入
口
を
押
え
て
い
る
。
付
近
に
は
田
畠
が
な

く
、
土
居
（磐
）も
村
域
内
に
は
な
く
約
二
・五
キ
●
下
流
（東
方
）
の

下
井
関
お
よ
び
南
万
二
キ
ｏ
地
点
の
平
忠
に
あ
る
こ
と
か
ら
考
え

て
、
ス
園
“
利
用
い
颯
”
箇
は
マ
で
あ
つ
た
と
思
わ
れ
る
。
治
盛

の
三
子
輸
↓
ら
長
男
は
当
域
で
病
死
、
次
男
は
大
矢
争
辟
に
下
り
、

三
男
は
油
木
（現
油
木
町
）
に
落
ら
た
と
い
い
、
そ
、の

鶴
毛
利
氏
の
コ

一『一一̈砕一一中】押轟中一】ヤ『一一一一中一一一砕亀
・徐
”
詢
卸
″
％
耗
「
輸
群
制

の
こ
に
位
置
し
、
中
央
を
南
北
に
東
城

路
が
通
る
。
南
部
西
万
は
亀
石
村
に
接
す
る
。
下
井
関

・
亀
山

・

夢
諄
酵鏑
調
準
醍
雌
訂

（亀
石
を
中
心
に
し
た
地
域
に
所
在
比
定
さ
れ
る
）
に
あ

っ
た
と

い
う
伝
え

か
ら

み
る
と
、
こ
ハ
簡
「
日
〕
そ

の
名
残
と
し
て
最

も
可
能
性

の

あ
る
地
名

と

い
え
よ
う
。

元
和

三
年

二

六

一
九
）
の
薦
後
国
知
行
帳

で
は
井
関
村

〓

九
八
石

余
Ｔ

河
下
田
村
〓

四

一
石
余
）
の
二
村

と
し
て
高
付

さ
れ
て
お
り

、

「
寛
文
朱
印
留
」

で
も
同
様

、
元
禄

一
三
年
二

七
〇
〇
）
の
備
前

検

地
帳

以
降
井
関
村

一
村

（高
二
七
９
●
余
）と
な
る
。
お
そ
ら
く
寛
文

一
〇
年
代
の
評
地
詰
実
施
頃
に
一
村
と
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

日
』
留
剌
繁
測
翻
縞
後
国
議
府
劉
、
ヨ
莉
＾
年
３

川
ゴ
ヨ
印
講
時

．
Ｎ
（コ
低
響
埼
ど
の
ス
ツ
』
山
葛
薯
「
Ｘ
り
な
γ

土
地
台
帳
に
よ
る
と
小
宇
名
は
四
〇
余
あ
る
が
、
名
田
の
名
を

製
は畷』師』・地簾・―ま議
亀
諄
霙
わ

む

。
弓
場
峠
な
ど
が

あ
り
、
中
世
村
落

の
形
成
に
か
か
わ
る
も
の

か
と
推
定
さ
れ
る
。
生
活

圏

は
村
域

の
南
半
分

で
、
東
城
路

に
沿

っ
て
南
北

に
長

い
上
井
関

ど
北
部
を
東
西

に
蛇
行
す
る
小
田
川
沿

¨
ゆ
籍
諄
靱
¨

「（
■

働
雌
け
¨
『
「
ど
」
耕
刹
議
［
赫
颯
一
】

井′‐‐。‘
」

に
雌
肝
配
・
驚
肺
離
・睫
肝
離
・
記
駆
・
士
き
な
ど
の
地
名
が
あ

る
。
土
居

は
蛇
行

す
る
小
田
川
の
河
岸
段
丘

を
巧

み
に
利
用

し
た

居

館
跡

で
あ
る
。
下
井
関

八
幡
神
社
（延
長
一一年
助
謂
と
棒
た
・う
、
旧
村

≒
調
詳
鮮
「」顎
魏
舞
額
裏

下
田

に
は
平

川
内
と
称

す
る
屋
救
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
大
矢
城

の

南
万

に
あ
た
ろ
谷

で
あ
り

、
大
矢
域
の
周
囲

に
は
田
地

は
な

い
と

こ
ろ
か
ら

み
て
、
こ
の
平

忠

・
高
下
田

の
谷
が
大
矢
城

の
戒
下

の

沃
野

で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
上
井
関
地
域

内

に
は
東
城
路

に
沿

っ
て
寛
平

五
年
（八
を

こ
動
請

と
伝
え
る
亀
山
八
幡
神
社

と
、
曹
洞

一変
も
と
賢
］一
寺
末
）
で
承

応
三
年
二

六
五
四
）開
垂
と
伝
え
る
美
福
寺

（
申

一
一
¨

％
斐
『
い

い
」

置

し
、
東
は
卜
酢
川

¨
離
噂

峡
と
も
な

一
と
よ
ば
れ
る
の
は
珍
し

い
。
四
月

を
山

に
日

ま
れ

、
ま

た
村

内
も

五
〇
〇
―
六
〇
〇

メ
ー
ト

ル
級

の
山
地

で
あ
る
た
め
だ
ろ
う
。
こ

の
う
ら
中
世

の
名
田
の
名

の
名
残
と
思

わ
れ
る
時
安
谷
が
中
心
地

勁
震
艶
纂
羹
硝
鞣
・の勇
輯
）

助
凰
が
前
後
ゴ
面
⊇
コ
贔
Ｊ
御
ヽ
ゴ
耐
熟
だ
Ｊ
鶴
じ
た
と
伝
え
る
。

吉
岡
家
屋
敦
の
績
の
日
入
働
切
７
よ
ん
で
い
る
の
は
代
富
時
代
の

名
残
で
あ
ろ
う
。

元

く和
電
筆
〓
六
一
九
）の
備
後
国
知
行
帳
で
は
時
安
村
■
七
一一石

余
）
・
胡
桃
村
（九
四
百
余
）、
「
寛
文
朱
印
留
」
で
も
同
じ
く
二
村
に

分
れ
て
い
た
が
、
元
禄

一
三
年
■
七
〇
〇
）の
備
前
検
地
帳
以
降
時

安
村
（高
一（
九
二
石
余
二

村
と
な
る
。
お
そ
ら
く
寛
文

一
〇
年
代
の

押
地
詰
実
施
頃
に
一
村
と
な
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
福
山
藩
水
野

氏
新
絶
後
は
幕
府
領
、
嘉
永
六
年
二
八
五
三
）福
山
蕎
領
と
な
る
。

久
留
美
谷
の
亀
山
八
幡
神
社
は
祭
神
応
神
天
皇
ほ
か
、
ハ
菊
洲
一
ゝック=年 ブ`＼



β∂́
瑯

鮒

葬

詳

藤

断

進

徒

髪

一

年
■

二
三
四
）の
草
創
と
伝
え
る
。
初
め
天
台
宗
で
あ
っ
た
が
、
明

光
が
西
国
巡
錫
の
際
改
宗
し
た
と
い
う
。
住
職
佐
武
氏
は
新
羅
三

郎
義
光
の
三
孫
佐
竹
刑
部
義
兼
の
子
昌
義
の
代
の
と
き
、
そ
の
武

襴

藁

一
癬

暮

一
一
贔

岡
（現
岡
山
県
笠
岡
市
）沖
に
直
面
し
て
い
た
。
同
所
で
の
舟
の
難
破

が
多
い
の
は
こ
の
神
の
祟
り
と
い
い
、
文
安
年
間
〓

四
四
四
―
四

九
）笠
岡
の
住
民
に
よ
っ
て
新
社
殿
が
造
ら
れ
現
在
地
に
移
さ
れ
た

と
伝
敲
あ
。
笠
岡
住
民
寄
進
の
欄
間
を
伝
え
る
。
佐
草
谷
に
は
浄

土
宗
西
福
寺
も
あ
り
、
天
正
三
年
二
五
ヒ
五
）の
創
建
と
い
う
。
ま

た
浄
土
真
宗
本
願
寺
晨
繊
ほ
〕
ｙ
あ
り
、
そ
の
本
堂
前
に
あ
る
ツ

パ
キ
の
巨
木
は
樹
齢
五
〇
〇
年
と
い
わ
れ
、
県
指
定
天
然
記
念
物
。

な
お
明
治
三
二
年
■
八
八
九
一の
町
村
制
施
行
に
よ
り
時
安
村
ほ

か
三
村
は
合
併
し
て
来
見
村
と
な
る
が
、
来
見
は
胡
桃

・
久
留
美

な
す
。
村
内
の
小
河
川
は
小
日
川
水
系
と
神
谷
川
水
系
に
分
れ
る

椰
ぃ
打
軌
も
縄
驚
哺
流
、
南
を
う
け
た
地
形
で
温
暖
で
あ
る
。
対

塚

・
柳
峠

・
丸
沢
田
な
ど
の
小
宇
が
あ
り
、
大
塚
に
古
墳
が
あ
る
。

元
和
三
年
二

人
一
九
）の
崎
後
国
知
行
帳
に
よ
れ
ば
高
七
八
石
余
、

元
禄

一
二
年
二
七
〇
〇
一の
嬌
前
検
地
で
一
二
七
石
余
に
増
加
。
福

山
藩
ふ
¶
臨
漱
３
衡
ば
摯
府
諷
、
副
ね
刻
軍
ゴ
′べ
轟
「
３
郎
請
鑢
の

加
「
地
‘
レ
で
日
山
諏
劉
め
な
る
。
八
幡
社
（日
付
社
）が
あ
る
が
由

緒
諄
鋼
ｒ
¨
鐵
離
県
か
け
Ｗ
Ｙ
よ
ば
れ
る
清
水
が
あ
っ
た
（現
在
消

滅
）。
大
三
に
も
減
水
し
な
い
湧
水
が
あ
り
、
径

一
メ
ー
ト
ル
ほ
ど

の
池
を
な
し
て
い
た
が
、
欽
む
と
腹
痛
を
お
こ
す
と
い
わ
れ
た
。

名
弥
の
白
来
に
は
三
つ
の
伝
え
が
あ
り
、　
一
は
永
正
六
年
二
五
〇

九
）尼
子
方
の
亀
井
能
登

・
牛
尾
豊
前
が
神
石
部
を
攻
略
、
安
郡
部

に
侵
入
し
た
際
、
沼
隈
郡
山
南
（現
沼
限
町
）の
渡
辺
氏
は
じ
め
毛
利

方
の
諸
将
が
当
地
ま
で
反
撃
し
て
撃
退
、
血
塗
ら
れ
た
大
刀
を
洗

っ
た
と
い
う
も
の
。
こ
の
ほ
か
高
崎
四
郎
左
衛
門
（奥
州
仙
台
多
賀
陸

奥
守
の
一
晨
）が
故
あ
っ
て
人
を
殺
し
大
刀
を
洗
っ
た
と
い
い
、
さ
ら

一
一
一
一
一
中
一
勒
峰
〕
一
一
一
〕
一
い
一

し ノレ ろ
¨

』
』
】
極
薇
嘔

源
頼
光
の
将
、
渡
辺
綱
以
下
の
四
天
王
が
丸
沢
日
の
本
流
寺
に
住

し
た
が
、
寺
が
荒
廃
し
悪
狸
の
す
み
か
と
な
り
、
毎
年
村
の
娘
の

人
身
御
供
を
要
求
、
出
雲
の
権
吾
呂
大
夫
よ
り
権
の
守
と
い
う
強

伏
”
・借
り
て
退
冶
し
た
が
、
そ
の
時
犬
が
狸
を
追
っ
た
所
を
対
の

馬
場
、
理
と
格
闘
し
て
と
も
に
死
ん
だ
大
を
厚
く
葬
っ
た
の
が
大

塚
と
伝
え
る
。
そ
の
時
、
理
を
切
っ
た
大
刀
を
洗
っ
た
の
が
大
刀

洗
だ
と
も
い
う
。

ヽ

時 安 の 吉 岡 明 神 (群

'Fな

｀
ま常♂′′銅 メし水野勝威 より拝領の鉄砲 (ぎ調 ♯り



徳
川
家
崚
死
後
三
年
の
几
和
二
年
■

六

一
九
）
芸
崎
四
十
九
万
八
千
石
の
領

Ｌ
補
島

‐ｌｉ
Цｌｌ
は
、
そ
の
地
を
没
収
さ
れ
、

信
州
川
中
島

へ
移
封
さ
れ
、
そ
の
後
ヘ

広
島
に
は
ｍ
状
山
城
上
浅
野
に
晟
が
編

山
に
は
、
大
和
部
山
城
主
水
野
勝
成
が

杉
ｌｌ
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
岡
山
の
池
田

広
島
の
成
野
は
共
に
外
性
で
あ
り
、
そ

の
中
間
に
豪
勇
の
は
ま
れ
高
い
勝
成
を

話
代
の
大
名
と
し
て
編
山

へ
お
い
た
こ

と
は
外
様
の
多
い
西
国

へ
、
に
ら
み
を

き
か
す
意
味
も
ふ
く
ま
れ
て
興
味
深
い

も
の
が
あ
り
ま
す
。

０の勘
気
そ
こ
う
む
”に
ビ
６
田
Ｐ
つ
長

い
――――
、
ぉ
泳
の′綸
颯
九
肺
）、
蹄
の
ヽ
‐い

中
の
国
を
う
ろ
つ
き
ま
わ
り
、
そ
の
中

均
Ъ
嗅
Ｖ
、
同
後
、‐は
申
一
６
だ
と
い

わ
れ
、
特
に
二
代
一

中
流
浪
中
三
村
家

０
久
）
の
方
に
生

後
、
慶
長
三
年
一

な
り
、
六
年
に
は
従
五
位
下
日
向
守
に

釧］」「」螺費卜聾鳩酬琳綱判則υ

嶽［瑯剌凛口商酬”舞“̈
ｍがれ

″̈
メ］どほ暉つ赳編は臓け継儡】

μ「時に。彼が世話になった人々
に

卸
ス
劇
「
科
０
“
Ｖ
ふ
■
９
α
ヨ
ふ
コ
う
Ｌ
の

ヽ
ゴ
ョ
麟
勧
め
以
α
↓
バ
ビ
υ
め
禄

急
軍
た
、
籍
紹
―ご‐遭
ヨ
Ю
臥
ヨ
柿
員
り

島
〓
型
力
、
夕
珈
気
代
制
口
略
コ
噂
ハ

ざ

一蜃

雲

又
、
十
万
石
を
支
配
す
る
家
臣
は
千

名
以
上
必
要
で
す
が
、
郡
山
か
ら
連
れ

て
き
た
百
余
名
の
構
鋭
の
外
は
、
当
地
「ノ

出
動
都
て
お
魯
中
厄
介
に
な

っ
た
人
々

い
っ
た
風
ぼ
う
が
浮
か
ん
で
き
ま
す
。

時
安
村
は
神
石
郡
二
十
二
ケ
村
が
中

津
藩
で
あ

っ
た
外
で
、
福
山
藩
に
所
属

し
て
い
ま
す
。
小
畠
志
摩
裡
の
庄
の
よ

う
に
平
口
一な
箇
所
で
な
く
山
腹

一
す
じ

道
を
、
主
幹
線
が
通
り
抜
け
る
谷
底
、

深
い
山
又
山
の
僻
村
で
す
。
で
も
こ
の

地
に
、
前
述
の
水
野
勝
成
が
前
後
二
回

訪
れ
て
い
ま
す
。
最
初
は
父
忠
重
の
勘

気
に
ふ
れ
、
父
の
膝
下
を
出
奔
し
て
久

留
ガ
部
剛
た
”
左
針
門
宅‐
へ
寄
寓
し
、

城
主
と
な

っ
た
と
き
に
も
、
鹿
狩
の
決

を
忘
れ
る
こ
と
が
で
き
ず
元
和
八
年
再

び
吉
岡
家
に
来
り
、
東
山

（今
の
国
有

林
）
に
狩
猟
し
た
。
太
酬
触
蘇
四
０
毬

内スｎＷＹ建てて七昼夜を徹じて

一］一一一数針鶴動Ь嘲喧髪蔵」

を颯げ峡御拙鰯嚇凱哨酬「綸旧調〕

一̈
“崎」担』凛「獅刺膳『師牧

嗽臓」』帥が弦鳩嗜輌ｒ訥弩技等

し晰抑哨［″鳩強畑』知」劇”晨

］］̈「い」崚峰中噂中̈”〕」

着
句
０
ズ
Ｃ
を，
執
忍
↓
ぃ
紹
「
“
椰
ｔ
．

し
く

「摂
州
堺
在
榎
並
鷹
九
兵
所
直
満

．

作
」
の
衣
匂
「
ョ
け
の
と
げ
て
、
家
リ

た
‐夕
Ы
の
で
や
０
家
宮
と
し
重
暉
つ
ｔ

れ
て
い
ま
す
。

辺
豪
』
蒙
累
躙
崚
臓
鰤

‐‐‐‐辺‐
同
）
ぶ
噺
「
一

西
時
安
村
を
領
し
三
千
石
に
及
び
丸
山

長
者
と
い
わ
れ
ま
し
た
。
又
久
詔
美
東

山
に
は
天
円
年
中
今
山

（
又
は
金
山
）

与
四
郎
清
高
の
居
で
二
百
石
を
領
し
て

い
ま
し
た
が
、
後
醍
醐
天
皇
の
曲
朝
ヶ

に
味
方
し
て
戦

っ
た
元
弘
の
変
の
■
Ｆ
．

強
大
で
し
た
が
、
古
Ｍ

‘ｌｉ
に
の
た
メ
敗

れ
時
安
谷
に
討
死
い
た
し
ま
し
た

後
年
時
安
谷
の
住
民
志
良
賀
の
■
十

』
“
」
哩
一
羅
諏
に
雌
Щ
］
秋
割
帥
崚
一

中
父
祖
こ
成
を
は
じ
め

，Ｅ
世
の
■
を
凛

る
た
め
吉
岡
大
明
神
と
し
て
、
人
解
走

曇

麟

げ

一

た
。
こ
の
こ
世
が
今
山
与
四
郎
と
性
い

こ
れ
を
敗
り
、
ま
た
、
当
時
叫
安
の
イ

土
志
良
賀
鈴
助
が
お
り
．
そ
の
勢
力
＝

村
紀
考
ト

■
に
Ｌ
な
吉
岡
家
に
寄
寓
マ
の
家
の
“
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・

‐

Ｄ
ル

・
三
痢
町
で
有
名
な
語
は
犬
塚
と
い
う
地
名
が
残

っ
て
、
犬
塚
大
　
　
　
と
は
や
し
た
た
い
て
い
た
。
「
さ
て
は
、
娘
を
と

っ
て
い
た
の
は
こ

明
神
と
記
し
た
墓
石
が
建

っ
て
い
る
。

「
安
政
五
年
八
月
吉
日
建

之
」
と
あ
る
と
こ
ろ
を
見
る
と
、
江
戸
時
代
す
で
に
再
建
で
、
そ

れ
以
前
か
ら
こ
の
墓
石
は
建

っ
て
い
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。

「
平
安
時
代
の
こ
と
の
よ
う
で
す
。
大
江
山
の
鬼
退
治
を
し
た

頼
光
や
、
坂
田
金
時
な
ど
の
四
天
王
が
戦
い
に
や
ぶ
れ
、
こ
こ
神

石
郡
に
な
ち
の
び
て
き
て
、
深
安
郡
山
野
に
近
い
小
別
当
の
久
保

に
あ

っ
た
本
流
寺
と
い
う
寺
に
身
を
ひ
そ
め
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
頼
光
も
死
ん
で
、
家
来
た
ち
も
教
り
ぢ
り
に
な

っ

て
寺
は
荒
れ
で
じ
ま―
い
、
よ
う―
怪‐
変
化
の
住
み
家
に
な

つ
，で
し
ま

っ
た
そ
う
で
す
。
」

話
は
こ
こ
で
は
じ
ま

っ
て
い
る
。
こ
こ
犬
塚
よ
り
東
方
数
町
の

と
こ
ろ
、
堂
ケ
丸
の
丘
に

一
つ
の
お
堂
が
建

っ
て
い
て
、
毎
年
土

地
の
娘
を
人
身
御
供
に
出
す
習
慣
に
な

っ
て
い
た
。

坂
田
の
金
時
は
あ
る
夜
こ
の
堂
に
と
ま
り
、
不
思
議
な
風
景
を

見
た
。
そ
れ
は
月
夜
の
庭
に
タ
ヌ
キ
が
腹

つ
づ
み
を
打
ち
な
が
ら

「
出
雲
の
国
の
権
吾
呂
太
夫
に
知
ら
れ
ぬ
よ
う
に
お
ど
れ
お
ど
れ
」

の
古
ダ

ヌ
キ
の
仕
業
」
と
タ
ヌ
キ
を
退
治
す
る
こ
と
に
な
り
、
権

喜
呂
太
夫
を
恐
れ
て
い
れ
ば
、
彼
を
呼
ん
で
こ
よ
う
と
使
い
を
や

る
と
、
ち

ょ
う
ど
留
守
で
彼
の
愛
犬
権
の
守
を
借
り
て
き
た
。

こ
う
し
て
、
タ
ヌ
キ
が
出
て
く
る
の
を
待

っ
て
、
大
と
タ
ス
キ

の
合
戦
が
は
じ
ま
り
、
さ
し
も
の
古
ダ

ヌ
キ
も
権
の
守
の
勇
猛
に

屈
し
、
追
い
つ
め
ら
れ
て
か
み
つ
か
れ
絶
命
し
て
し
ま

っ
た
。
し

か
し
権
の
守
も
力

つ
き
て
後
を
追

っ
て
死
ん
で
い
っ
た
。
人
々
は

こ
の
犬
を
祀
っ
て
大
塚
を
建
て
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
て

尋
ね
た
ら
き
り
が
な
く
伝
説
は
続
く
の
で
あ
る
。

婿
篠
颯
鶏
跡
　
α
計
」
市
加‐諄
」
百
谷
」
谷‐

江
戸
初
期

に
開
窯

・
操
業

し
て

い
た
窯
跡

。
地
名
を
と

っ
て
姪

谷
焼

と
よ
ば
れ
る
。
数
次

に
わ

た
ろ
発
掘
調
査

で
窯
跡

の
全
貌

が

明
ら
か
と
な
り

、
出
土

し
た
陶
磁
岐
片

に
よ
り
焼

成
作
品
も
判
明

し
た
。
県
指
定
史
跡

。

窯

は
上
下

二
重

に
築

か
れ
た
連
房

式
階
段
状

の
登
窯

で
、
最
初

山

の
傾
斜
面

に
沿

っ
て
五
房
よ
り
な
る
半
地
下
式

の

一
号
窯
が

つ

く
ら
れ

た
が

、
傾
斜

が
緩

ぐ
熱
度
を

あ
げ

る
こ
と
が
で
き
ず

、
妬

器

や
陶
器

が
燒

か
れ
た
。
次

い
で

一
号
窯

の
地
下
部
分
を
天
丼

や

側
壁

の
構

造
材

で
埋

め
て

、
地
上
式

の
登
窯
を
築
き
磁
器

の
燒
成

に
成
功

し
て

い
る
。
こ
の
二
号
窯

は
六
房

の
焼
成
室
を
備
え
る
が
、

一
時

は
七
房

と
な

っ
た
時
も

あ
り

、
最
上
部

の
通
煙
構

造
か
ら

み

て
も
少

な
く
と
も

四
回
は
増
改
築

さ
れ

、
最
終
的

に
は
通
煙
孔
を

二
重

に
し‥
な
横‐
奏
置

粛
静
造
と
な

っ
で

い
る
。
時
石‐
に
出
ご
出
ｉ

の
も

の
を
用

い
て

い
る
。

作
品

は
伝
世

す
る
色
絵
自
磁

の
中
皿

の
ほ
か
に
、
青
磁

や
妬
器

・

陶
器
が

あ
る
が

、

い
ず

れ
も
精
巧

な
雅
器

で
、
大
鉢

・
沐

・
皿

・

茶
碗

・
香
炉

な
ど

の

一
品
主
義

の
も

の
で
、
日
用
雑
器

は
焼
成
し

て

い
な

い
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら

、
こ
の
窯
は
高
山
藩

主
水
野
氏

の
庇
護

の
も
と
で
操
業

し
た
藩
窯
的
性
格

の
窯
と
考
え
ら
れ
る
。

藩
主
水
野
勝
成
が
九
州
よ
ヶ
陶
工
を
よ
ん

で
築
窯
さ
せ
た
も

の
と

考
え
ら
れ
、
廃
窯

は
元
禄

一
一
年

二

六
九
八
）
の
水
野
家
断
絶
時
で

あ
％
市
”
¨

は
輸
議
熱
卸
動
』

は
薫
」

一
」
中

「
燎
『
％

豪

】
¨

う
姫
谷
燒
物
師
が
記

さ
れ
る
が
、
こ
れ
が
市
右
衛
門
と
思
わ
れ

、

姫
谷
焼
創
業

の
陶
工
と
考
察

さ
れ

る
。

姫谷焼色絵皿  ひめたにやきいろえぎ

ら 広島県の重要文 |ヒ財、 1971年 (D召 和 |

46)4月 30日 指定。 rlx● 辺博之所蔵。福山市 :

加茂‖「1ヒ山。姫谷焼色絵皿は、古伊万里、'

古九谷と並び日本における初期色絵三古窯

のひとつで、帰化人市右衛間が1670年 (寛

文10)に焼いたもの。図柄は純日木風で、

桃、絲、松、師など腋物文様が大半で、し

かも、図瞬の構成、配置が極めて簡素かつ

上

`純

なものが多い。指定絵11の うち、紅葉

文Ulは 5客 1沼1で、直径 16cnl、 高 さ24
Cm。 紅葉の一伎をhiiき 、染付青市で下絵

を描き、赤、緑、黄色で絵付されている。
,

飛雲楼開山水文‖tl日 は、直径 18cm、 高
|

さ2 6Cm。 平11白磁の中mtに 染付の飛‖こと

流水、樹木は緑と黄色の絵f=「 がなされてい

(船橋 孝
"`〉

る。
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姫谷焼窯跡 ひめたにやをかまあと

江戸時代の磁器焼成窯跡で、姫谷は伊万

里、九谷とともlC日 本の初lul色 絵磁器のひ

とつとして知られ、繊細な筆運びにより余

白を多く残して描かれた清楚な文様と巧み

なろくろ技術によって拠き出した器形とが

調和し、曖lLな 作品を生み出した。窯跡は

福山市加茂町大字百谷字姫谷 lC所在 し、

1937年 (昭和12)5月 28日 県史跡に指定さ

れた。周囲は標高400m前 後の丘陵に谷が

複雑に入り組んだ地形を呈しており、姫谷

は平野部から7kmも 入った谷の一番奥ま

った所に位置している。磁器原料と燃料の

確保が容易なため、このような山中に窯を

築いたものであろう。窯は南に延びた支丘

の先端付近から西へわずかに張 り出した、

緩やかな傾斜地を利用して築かれ、発掘調

査によりほぼ上下に重なった 2基が確認さ

れた。いずれの構造も通焔孔が横狭間式の

階段状連房式登 り窯で、各房の段差を比較

的低くしている。また、各房は奥行きに対

してやや横幅の広い長方形をなし、上房に

なるごとに横幅をわずかずつ拡大させてい

る。このような構造からは九州肥前の影響

を強く受けていることが指摘できる。下位

の 1号窯は全長約128mを測る半地下式の

窯で、燃焼室IC続 いて 5房の焼成室を連ね

ている。窯に付随する施設としては各房の

入 り口がある左llllに 作業面を造 り、その両

端lC並ぶ 2列の柱穴から窯体および作業面

に覆屋を設けていたことが明らかになって

いる。さらに、窯体の上方では水分を遮断

するための溝も掘られていた。一方、上位

の 2号窯は 1号窯の窯壁や窯道具などを埋

めて地均を行い、床面を地表面とほとんど

変わらない位置に成形して築いた地上式の

窯で、全長16.8mを 測る。燃焼室に 6房の

焼成室を連ねているが、最上部の第 6房 は

4回の修築を行っており、その一時期に第

7房の燃焼室を設けていた。昨業面は 1号

窯と同様に左倶1に造られ、住穴夕1は明確で

ないが覆屋は設置されていたものと考えら

れている。出土遭物には窯道具と製品が見

られる。窯道具としては厘鉢、 トチン (陶

枕)、
ハマ (焼台)、 支柱などがあるが、匝

鉢とろくろ水挽きの磁器製焼台が多量に使

用されていたところが当窯の特徴である。

当窯で焼成された製品には磁器、妬器、陶

器類がある。発掘調査によって出上 した土

,=片 を見ると大部分は磁器で、妬器と陶器

の出土量は合わせても2割 に満たない。磁

器は染付、白磁、鉄絵、鉄絵染付、青に、

素焼品、鉄君hな どに細分されるが、白磁と

染付および素焼品が大半を占める。染付に

は多数の中mと 大皿、碗、鉢などの器暉が

あり、文様は7セ鳥山水のlllか れたものが多

い。後の上絵lNIを 意識 したものもあり、中

でも紅葉文には伝世品の色絵に照合できる

真
の
1あ る。白磁も多数の中nlLと 碗、鉢、

壺、蓋、角形蓋物などの器FTiがあり、素地
は染付と同じ不純物を含まない白色磁土を

使用している。鉄絵、鉄絵染付には皿に草

木、山水、流水などの文様を描いたものが

ある。すべて釉下彩である。青磁はAlltが

ほとんどで、鉢、晩などもある。すべて一

度素焼きしてから施釉しており、釉色は深
い緑色を呈するものが多い。大皿には釉下

に雷文、唐草文、草花文などを彫 り、日縁

部を輸花状にしたものがある。妬器には

鉢、壺、霊、盤、碗、皿、茶入、小壼、陶

器には碗、鉢、徳利などがある。いずれに

も灰釉、鉄釉を施したものがあり、日用雑

器としての量産品は少なく、茶器の比較的

多い点が注目される。総じて姫谷焼は造 り

の丁車な逸品主義的な作品が多く、特に発

掘調査では出上していないが伝世品に見ら

れる色絵磁器はその最たるものである。ま

た、このような製品を焼成した姫谷焼窯は

語窯に準じた窯であつた可能性が非常に強

い。これまで姫谷焼の陶工は正編寺の過去

帳 と窯跡付近にあった墓石から1670年 (寛

文10)死亡した市右衛門と考えられ、91業

が寛文年間より湖 る窯であると推定さ
投

てきた。 ところが、過去帳、墓石 とも1言

想 性に疑間が生じ、創業年itも 再検討が

必要になった。窯の構造や窯道具および製

品からは 1号窯と2号窯の年代差はほとん

どなく、いずれも江戸Π寺|ヽ 前lul末から中期

前半ごろの操業が考えられている。また、

窯壁の焼け具合や物原の■からは 1・ 2号

窯とも操業期間がさほど長くなかったこと

が推定される。◇参考文献 隔山市教育委

員会『姫谷焼窯跡発掘調査報告』 (1980

「 1
f 

‐
■

3) 一姫谷焼色絵1■ 〈篠原 芳秀〉
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欽

砲

百

丁

、
鉄
砲
　
一自
丁

、
金
子
　
一
一百
両

、
米
　
　
一
一百
俵

（た
だ
し
四
斗
三
升
入
）

本
願
寺
宣
用
の
た
め
右
の
通
り
御
合
方
申
さ
れ
侯
。
御
門
跡
様

へ
言
上
に
及
び
申
し
侯
と
こ
ろ
、
忠
節
の
助
情
、
神
妙
浅
か
ら
ず

お
ぼ
し
召
さ
れ
、
右
後
日
何
時
な
り
と
も
願
望
の
儀
こ
れ
有
り
腱

訂
は
此
の
由
申
し
侯
、
其
節
望
の
通
り
御
ゆ
る
し
下
さ
れ
僚
間
、

此
上
随
分
御
加
情
、
後
日
の
為
に
件
の
ご
と
し
．

天
正
二
年
酉
二
月
二
日

刑
部
殿
　
法
橋
頼
兼

上
野
法
眼
正
秀
　
　
　
　
　
　
　
．

備
後
神
石
郡
近
田
村
　
正
光
寺
了
逮
坊

同
小
昌
村
九
鬼
之
城
主
　
馬
屋
原
但
馬
守
殿

同
家
御
家
中

り乙^識県に、)ズ ハズポがら僣層しました。

た三角町広報春穴「広報さんゎ」

2.三和賄教育番彙な調査費者

ヨ計ス物往ズれ子1 曰バだ総覧

41‐F口妊口にヨ1 広爵県バ百汁事業

J紳石アF存分デ1 牌石予お

6和石ぢ,寿輛ネ漆員会■1 槽石″熱軸惣痴

7平 几社ギll 日本
「

賓興ι4べ需

′.村 二正ん昔 府申鷲庶
“
祥石″

7村 二正名古 f綺々今言

lο LF口新由社コ| ″曖′譜

工 石 多 尺




